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表
紙

正
寿
院
の
風
鈴
ま
つ
り

（
京
都
府
宇
治
田
原
町
）

正
寿
院
は
約
８
０
０
年
前
、
鎌
倉
時
代
に
創
建
、
御

本
尊
は
厄
除よ

け
・
身
体
健
康
の
ご
利
益
が
あ
る
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
い
る
秘
仏
「
十
一
面
観
世
音
」、
ま
た
快

慶
作
の
「
不
動
明
王
坐ざ

像ぞ
う

」（
重
要
文
化
財
）
も
有
す

る
古こ

刹さ
つ

で
す
。

６
〜
９
月
に
は
境
内
に
約
２
０
０
０
個
の
風
鈴
が
つ

ら
れ
て
涼
を
演
出
す
る
こ
と
か
ら
、
別
名
「
風
鈴
寺
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
風
鈴
が
つ
ら
れ
る
由
縁
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

実
際
に
こ
の
地
が
避
暑
地
と
し
て
夏
は
涼
し
い
こ
と
、

も
う
一
つ
は
、
風
鈴
の
原
型
は
、
お
寺
に
吊
る
さ
れ
て

い
る
「
風ふ

う

鐸た
く

」
と
い
う
青
銅
製
の
鈴
で
あ
る
こ
と
で
す
。

カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と
や
や
鈍
い
音
が
し
て
、
こ
の
音
が
聞

こ
え
る
範
囲
は
聖
域
で
あ
る
こ
と
を
表
し
、
厄
除
け
、

災
い
が
起
こ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
風

鐸
が
風
鈴
と
な
り
、
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
厄
除
け

の
意
と
共
に
、
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
涼
し
い
音
を
奏
で
て

暑
い
夏
を
払
う
、
日
本
人
に
は
欠
か
せ
な
い
涼
し
の
風

情
と
な
っ
た
の
で
す
。

殊
に
当
院
で
は
避
暑
地
と
い
う
地
域
特
性
を
生
か
す

こ
と
、
御
本
尊
の
厄
除
け
の
ご
利
益
に
も
あ
や
か
る
た

め
に
多
く
の
風
鈴
を
つ
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

表
紙
写
真
の
あ
じ
さ
い
風
鈴
は
当
院
手
作
り
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
花
風
鈴
で
、
花
風
鈴
小
径
と
し
て
、
季
節
ご

と
に
花
が
変
わ
り
皆
さ
ま
を
お
出
迎
え
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
正
寿
院

電
話
０
７
７
４
（
８
８
）
３
６
０
１

（
写
真
提
供
＝
正
寿
院
）

客殿の猪
いの

目
め

窓

1 	 巻頭エッセー／�真に災害に強いまちの実現に向けて	 大西一史（熊本県熊本市長）

オンライン情報 地域活性化センターの最新情報はコチラ！！

研修の開催情報
地域づくりを担う人材の育成
や交流のための各種セミナー・
研修などを開催しています。

助成金に関する情報
まちづくりなどへの各種助成金
の交付、人材育成や人口・
地域経済分析の支援などを実
施しています。

地域づくりデジタル版
4 月号からオンライン
で見やすいデジタル版
が発行されました。

グラビア

手前みそですが…� 【岐阜県大垣市】

【お知らせ】  「地域づくり」はこれまで毎号「本編」「特集編」の２冊を発行してきましたが、６月号から１冊に統合しました。引き続きご愛
読のほど、お願い申し上げます。

地震や台風、大雨など災害が多発する中、改めて「災害に強いまちづくり」への関心が高まっている。
自助、共助、公助を組み合わせながら、地域防災力の強化に取り組む各地の事例を特集した。



熊
本
県
内
の
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
平
成
２８
年

熊
本
地
震
」
の
発
生
か
ら
９
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
を
最
優
先
に
、
復
興
を
下
支
え
す

る
地
域
経
済
の
回
復
に
向
け
た
対
策
な
ど
、
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
２
年
に
熊
本
城
天
守
閣
が
完
全
復
旧
し
、
さ

ら
に
令
和
６
年
に
は
被
災
し
た
熊
本
競
輪
場
で
の
競
技
が
再
開
さ

れ
る
な
ど
、
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
歩
み
を
着
実
に
進

め
て
お
り
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
す
べ
て
の
皆
様
方
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

一
方
で
、「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
熊
本
地
震
の

記
録
と
記
憶
の
伝
承
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
災
害

に
強
い
都
市
基
盤
の
形
成
に
加
え
、
引
き
続
き
、
校
区
単
位
で
の

震
災
対
処
訓
練
の
実
施
や
防
災
教
育
の
推
進
等
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
令
和
４
年
１０
月
に
制
定
し
た
「
熊
本
市
防
災
基
本
条
例
」

に
基
づ
き
、
地
域
防
災
力
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、「
熊
本
地
震
の
記
録
と
記
憶
の
伝
承
」
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
１２
月
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
６
割

以
上
の
方
が
「
記
憶
や
教
訓
を
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
」
と
回

答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
４
月
１６
日
を
「
熊
本
地
震
の
日
」

と
定
め
、
こ
れ
を
契
機
と
し
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
通
じ

て
、
市
民
の
皆
様
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
震
災

の
記
憶
や
教
訓
を
未
来
へ
繋つ

な

ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
今
の
気
候
変
動
の
影
響

に
伴
い
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
に
加
え
、
令
和
６
年

１
月
１
日
に
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
」
や
、８
月
に
は
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」

が
初
め
て
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
切
迫
す
る
大
規
模
地
震
に
対
す
る

防
災
・
減
災
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
広
範
囲
の
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
一
つ
の
自
治
体

で
の
対
応
に
は
限
度
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
大
規
模
災
害
に

備
え
た
広
域
的
な
連
携
等
が
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、
私
が
会
長

を
務
め
て
お
り
ま
す
九
州
市
長
会
に
お
い
て
、
九
州
の
各
自
治
体

が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た
調
査
研
究
や
施
策
の
検
討
な
ど
を

行
う
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｋ
Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
一

つ
に
、「
南
海
ト
ラ
フ
・
大
規
模
災
害
対
策
部
会
」
を
設
置
い
た

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
県
境
を
越
え
た
連
携
や
九
州
全
体
で
の
防
災
・
減
災

対
策
、
相
互
支
援
体
制
の
構
築
の
た
め
、
オ
ー
ル
九
州
と
し
て
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
の
大
規
模
災
害
に
備
え
る
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年
策
定
し
た
「
熊
本
市
第
８
次
総
合

計
画
」
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
つ
に
「
市
民
生
活
を
守
る
強
く

し
な
や
か
な
ま
ち
」
を
掲
げ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
都
市
基
盤
や

防
災
拠
点
施
設
の
強

き
ょ
う
じ
ん靭

化
を
は
じ
め
、
自
助
、
共
助
お
よ
び
公
助

に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
等
に
取
り
組
む
な
ど
、
目
指
す
ま
ち

の
姿
で
あ
る
「
上
質
な
生
活
都
市
」
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

大西　一史熊本県熊本市長

真に災害に強いまちの実現に向けて
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特 集
基調論文「

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
と
は
何
か

「
災
害
に
強
い
地
域
」
と
は
、「
災
害
が
起
こ
ら
な
い
地

域
」
で
は
な
い
。
地
震
、
豪
雨
、
洪
水
、
暴
風
等
の
災
害

の
原
因
と
な
る
異
常
な
自
然
現
象
は
全
国
ど
こ
で
も
起
こ

り
得
る
し
、
こ
れ
ら
の
自
然
現
象
に
よ
る
災
害
の
発
生
全

て
を
、
未
然
の
防
止
対
策
に
よ
っ
て
防
ぎ
切
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
災
害
に
強
い
地
域
」
と
は
、

災
害
を
で
き
る
限
り
未
然
に
防
止
す
る
取
り
組
み
に
加
え

て
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
被
害
を
最
小
化
し
迅
速

に
回
復
を
図
る
た
め
の
「
備
え
」
が
で
き
て
い
る
地
域
で

あ
る
と
言
え
る
。

本
稿
で
は
、「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
を
、
こ
う

し
た
「
災
害
に
強
い
地
域
」
を
創
る
た
め
、
市
町
村
の
み

な
ら
ず
住
民
・
住
民
団
体
、
民
間
事
業
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、

地
域
の
多
様
な
主
体
が
役
割
分
担
と
連
携
を
し
て
行
う
取

り
組
み
の
総
体
と
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。

以
下
で
は
、「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
「
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
を
組
み
合
せ
た

◆◆◆

総
合
的
な
防
災
対
策
」
と
「
地
域
防
災
力
の
強
化
」
に
つ

い
て
概
説
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
を
指
摘
す
る
。

ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
を 

組
み
合
せ
た
総
合
的
な
防
災
対
策

「
災
害
に
強
い
」
か
ど
う
か
の
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
発
生
リ
ス
ク
の
あ
る
災
害
の
種

類
や
大
き
さ
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
対
す
る
防
災
対
策
の
在
り
方
も
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
く
る
。
た
と
え
他
の
地
域
に
比
べ
て
充
実
し
た
防
災
対

策
を
実
施
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
当
該
地
域
で
想

定
さ
れ
る
災
害
に
十
分
に
対
応
で
き
な
い
も
の
で
あ
れ

ば
、「
災
害
に
強
い
」
と
は
言
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
科
学
的
な
調
査
・
分
析
、
過
去
の
事
例

や
他
地
域
の
実
例
の
検
証
を
行
い
、
地
域
の
災
害
リ
ス
ク

を
把
握
・
評
価
す
る
こ
と
が
、「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」

の
出
発
点
と
な
る
。

東
日
本
大
震
災
の
反
省
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ハ
ー
ド
対
策

の
み
で
被
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ

◆◆◆

の
た
め
、
大
規
模
な
災
害
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ハ

ー
ド
対
策
に
加
え
、
土
地
利
用
規
制
や
避
難
対
策
等
の
ソ

フ
ト
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
、
と
り
う
る
手
段
を
尽
く
し

た
総
合
的
な
防
災
対
策
に
よ
り
被
害
の
最
小
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
（
図
１
）。

ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
る
か
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
で
災
害
リ
ス
ク
の
評
価
に

基
づ
い
て
議
論
し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
図
っ
て
い
く
必
要

室
田　

哲
男

政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
、
防
災
・
危
機
管
理
コ
ー
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

筆者プロフィール

室田 哲男 氏（むろた・てつお）

政策研究大学院大学教授、防災・危機管理コ
ースディレクター。1959年兵庫県生まれ。1984
年東京工業大学大学院社会工学専攻修了。同年
自治省入省。総務省消防庁国民保護・防災部長、
広島市副市長等を歴任。2023年から現職。博士

（政策研究）。東京大学生産技術研究所研究顧問。
著書：『自治体の災害初動対応～近年の災害対

応の教訓を活かす』近代消防社2018年、『国難
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災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
の
要
諦
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が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
千
年
に
一
度
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り

も
っ
と
低
い
頻
度
で
発
生
す
る
と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
よ
う
な
、
低
頻
度
大
規
模
災
害
に
ど
う
備
え
る

か
が
課
題
に
な
る
。

例
え
ば
津
波
対
策
で
は
、
こ
う
し
た
低
頻
度
大
規
模
災

害
に
対
し
海
岸
保
全
施
設
等
を
さ
ら
に
強

き
ょ
う
じ
ん靭

化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
対
応
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
莫ば

く

大だ
い

な
コ
ス
ト
が
か

か
る
こ
と
に
加
え
、
生
活
の
場
と
海
が
隔
て
ら
れ
て
し
ま

い
、
日
常
生
活
の
利
便
が
低
下
し
、
自
然
環
境
へ
の
負
荷

も
大
き
く
な
る
。
一
方
で
、
海
岸
保
全
施
設
等
の
み
で
は

防
ぎ
切
れ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
や
ソ

フ
ト
対
策
等
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
日
常
生
活
の
利
便
が
確
保
で
き
、
自
然
環

境
へ
の
負
荷
も
軽
減
さ
れ
る
も
の
の
、
物
的
被
害
を
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

こ
う
し
た
課
題
に
関
し
、
今
後
の
津
波
対
策
を
構
築
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
津
波
を
想
定
し
、

・�

概
ね
数
十
年
か
ら
百
数
十
年
に
一
回
程
度
の
頻
度
で
発

生
す
る
津
波
に
対
し
て
は
、
人
命
保
護
に
加
え
、
住
民

財
産
の
保
護
、
地
域
の
経
済
活
動
の
安
定
化
等
の
観
点

か
ら
、
海
岸
保
全
施
設
等
の
整
備
で
対
応
す
る

・�

概
ね
数
百
年
か
ら
千
年
に
一
回
程
度
の
頻
度
で
発
生
す

る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
し
て
は
、
住
民
等
の
生
命

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
、住
民
等
の
避
難
を
軸
に
、

と
り
う
る
手
段
を
尽
く
し
た
総
合
的
な
津
波
対
策
を
確

立
す
る
こ
と
で
対
応
す
る

と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
方

に
基
づ
き
、
津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
防
波
堤
・

防
潮
堤
に
よ
る
「
一
線
防
御
」
か
ら
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ

フ
ト
対
策
の
総
動
員
に
よ
る
「
多
重
防
御
」
へ
の
転
換
が

図
ら
れ
て
い
る
（
図
２
）。

各
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
把
握
・

評
価
し
た
う
え
で
、
総
合
的
な
防
災
対
策
の
在
り
方
に
つ

い
て
行
政
と
住
民
等
の
間
で
議
論
を
尽
く
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

地
域
防
災
力
の
強
化

ソ
フ
ト
対
策
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域

防
災
力
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
地
域
防
災
力
は
、「
①

住
民
一
人
一
人
が
自
ら
行
う
防
災
活
動
（
自
助
）、
②
自

主
防
災
組
織
、
消
防
団
等
が
行
う
防
災
活
動
（
共
助
）、

③
地
方
公
共
団
体
や
国
等
が
行
う
防
災
活
動
（
公
助
）
の

適
切
な
役
割
分
担
・
連
携
協
力
に
よ
る
地
域
の
総
合
的
な

防
災
力
」
と
定
義
で
き
る
。

◆◆◆

自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
は
図
３
に
示
す
と
お

り
で
あ
る
が
、
一
般
に
、
そ
の
割
合
は
７
：
２
：
１
と
言

わ
れ
て
い
る
。
行
政
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
、
災
害
の

規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
自
助
・
共
助
の
重
要

性
が
増
し
て
い
く
。

「
自
ら
の
生
命
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
自
助
の
意
識

と
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
共

助
の
意
識
を
高
め
る
に
は
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｒ
Ｃ
）
が
重
要
で
あ
る
。
Ｒ
Ｃ
と
は
、
リ
ス
ク
に
関

す
る
情
報
を
、
行
政
や
住
民
等
の
間
で
共
有
し
、
相
互
に

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
を
い
う
。
そ
の
目
的
は
、
想
定
さ

れ
る
リ
ス
ク
は
何
か
、ど
の
程
度
の
大
き
さ
か
に
つ
い
て
、

相
手
に
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
も
ら
い
、
自
ら
行
動
を
起
こ

す
た
め
の
意
識
付
け
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

2

図２ 多重防御のイメージ（仙台市震災復興計画）

図２　多重防御のイメージ（仙台市震災復興計画）

⾃助
○避難
○防災知識の習得・備蓄
○初期消⽕
〇予防対策(家具の転倒防
⽌等）

公助
○公的機関による救出・救助・消⽕等
○応援調整（救出、救助、消⽕）
○物資⽀援
○輸送対策
○公的備蓄（流通備蓄を含む）

共助
○避難誘導
（特に要援護者に対する）
○救出・救助・消⽕
○物資等⽀援
○輸送
○防災知識の習得

⾃助︓共助︓公助＝７︓２ ︓１

図3 ⾃助・共助・公助の役割分担

3

図 3　⾃助・共助・公助の役割分担

ハード対策とソフト対策の組み合わせのあり⽅を決定

【公共⼟⽊施設整備】
・砂防・治⽔ダム、河川堤防、防潮堤等
の整備

【警戒・避難対策等】
・警戒・避難体制の整備
・リスクコミュニケーション、避難訓練
・情報伝達体制の整備
・地域防災⼒の強化

【⼟地利⽤規制等】
・災害リスクが⾼い地域における
⼟地利⽤規制、建築規制
建築物の構造規制、移転勧告

・税制・資⾦助成等による誘導(防災集
団移転促進事業など)

【上記以外のハード対策】
・地盤の嵩上げ、⾼台移転
・市街地再開発、⼟地区画整理
・災害時の交通・避難路、避難施設・
・都市空間等の確保
・建物・住宅の不燃化・耐震化、耐⽔化
・ライフラインの強靱化
・地域防災拠点・広域防災拠点の整備

⽔害、⼟砂災害、地震、津波、⽕災等のリスク評価

図１ ハード対策とソフト対策を組み合わせた総合的な防災対策

1

図１　ハード対策とソフト対策を組み合わせた総合的な防災対策
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緊
急
時
に
は
、
災
害
気
象
情
報
の
伝
達
、
警
戒
の
呼
び

か
け
、
避
難
指
示
等
の
発
令
な
ど
、
直
接
的
な
行
動
変
容

を
促
す
た
め
の
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｒ
Ｃ
は
、
平
常
時
に
お
い
て
、
行
動

変
容
の
前
段
で
あ
る
態
度
変
容
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

Ｒ
Ｃ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
自
ら
の
住
ん
で
い
る
場

所
の
リ
ス
ク
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
緊
急
時
に
と
る

べ
き
避
難
行
動
等
の
周
知
、
防
災
教
育
、
被
災
体
験
者
の

証
言
の
記
録
、
地
域
の
災
害
史
の
伝
承
等
が
あ
る
。
加
え

て
、
実
践
的
な
訓
練
、
町
歩
き
、
地
域
防
災
マ
ッ
プ
づ
く

り
等
の
実
践
的
な
活
動
も
、
Ｒ
Ｃ
の
一
環
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
継
続
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
一
人
一
人
の
意
識
・
知
識
・

実
践
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
（
図
４
）。

以
下
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
自
助
・
共
助
の
役
割
と

Ｒ
Ｃ
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
広
島
市
に
お
け
る
避
難
対
策

を
例
に
見
て
み
る
。

平
成
３０
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、
西
日
本
一
帯
で
甚
大

な
被
害
が
生
じ
た
が
、
広
島
市
内
で
も
土
砂
災
害
が
同
時

多
発
的
に
発
生
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
が
２５
名
に
達
し

た
。
広
島
市
は
災
害
発
生
前
の
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難

勧
告
（
注
＝
現
在
は
、
避
難
勧
告
と
避
難
指
示
は
避
難
指

示
に
一
本
化
さ
れ
て
い
る
）
を
発
令
し
た
が
、
実
際
に
避

難
行
動
を
と
っ
た
人
の
割
合
は
小
さ
く
、
多
く
の
人
命
が

失
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、「
い
か
に
し
て

実
際
の
避
難
行
動
を
引
き
出
す
か
」
が
、
今
後
の
課
題
と

な
っ
た
。

そ
の
後
広
島
市
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

見
る
と
、
避
難
行
動
の
有
無
に
つ
い
て
は
、「
避
難
し
た
」

人
が
２２
％
に
と
ど
ま
り
、「
避
難
し
な
か
っ
た
」
人
が
７４

％
だ
っ
た
。

避
難
し
た
人
に
、
そ
の
理
由
を
聞
く
と
、「
雨
の
降
り

方
な
ど
で
身
の
危
険
を
感
じ
た
か
ら
」
な
ど
、
周
囲
の
状

況
や
防
災
気
象
情
報
を
も
と
に
、
自
ら
避
難
を
判
断
し
た

人
が
最
も
多
か
っ
た
。
次
い
で
、「
家
族
、
近
所
の
人
や

消
防
団
員
な
ど
に
避
難
を
勧
め
ら
れ
た
か
ら
」
の
割
合
も

高
く
、
身
近
な
人
た
ち
に
よ
る
声
か
け
の
効
果
が
高
い
こ

と
が
分
か
る
。

一
方
、
避
難
し
な
か
っ
た
人
に
、
そ
の
理
由
を
聞
く
と
、

「
被
害
に
あ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
か
ら
」
が
最
も
多
か
っ

た
。
必
ず
し
も
明
確
な
根
拠
な
く
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

思
い
込
ん
で
し
ま
う
、
心
理
学
の
用
語
で
「
正
常
性
バ
イ
ア

ス
」
が
働
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、「
近
所
の
人

は
誰
も
避
難
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
」
も
相
当
数
あ
り
、
集

団
の
中
で
つ
い
つ
い
他
人
と
同
じ
行
動
を
と
っ
て
し
ま
う

「
同
調
性
バ
イ
ア
ス
」
が
働
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

避
難
に
対
す
る
日
頃
か
ら
の
備
え
と
避
難
行
動
と
の
関

係
を
見
る
と
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
等
の
確
認
や
防
災

情
報
メ
ー
ル
の
登
録
等
を
し
て
い
る
人
の
方
が
、
若
干
で

は
あ
る
が
避
難
し
た
割
合
が
高
く
な
っ
た
。
日
頃
の
備
え

が
、
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
実
際

の
避
難
行
動
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
方
策

が
考
え
ら
れ
る
。

・�

自
ら
の
判
断
で
避
難
行
動
を
と
る
に
は
、
日
頃
か
ら
の

Ｒ
Ｃ
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
住
む
地
域
の
危
険
性
、
避

難
場
所
や
避
難
経
路
、
災
害
時
に
と
る
べ
き
行
動
等
を

知
る
こ
と
が
出
発
点
と
な
る

・�

実
災
害
を
想
定
し
た
実
践
的
な
避
難
訓
練
や
、
町
歩
き

を
し
て
避
難
場
所
や
避
難
経
路
等
を
実
地
で
確
認
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
避
難
行
動
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と

が
、「
先
を
見
越
し
た
行
動
」
に
つ
な
が
る

・�

隣
近
所
で
声
を
か
け
合
っ
て
の
避
難
や
、
自
主
防
災
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
等
に
よ
る
住
民
へ
の
声
か
け
等
の
共
助

の
取
り
組
み
が
、
同
調
性
バ
イ
ア
ス
を
逆
に
利
用
し
て

避
難
行
動
を
引
き
出
す
た
め
の
有
効
な
方
策
と
言
え
る

・�

消
防
団
員
に
よ
る
声
か
け
等
も
効
果
が
高
い
が
、
多
く

の
地
域
で
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特
に
大

規
模
災
害
時
に
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
大
規
模
災
害
時
に
限
っ
て

活
動
す
る
大
規
模
災
害
団
員
を
確
保
し
、
声
か
け
や
避

難
誘
導
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

避
難
行
動
を
引
き
出
す
た
め
の
方
策
に
は
、「
こ
れ
さ

え
や
れ
ば
大
丈
夫
」
と
い
う
よ
う
な
決
定
的
な
も
の
は
な

く
、
ま
た
目
に
見
え
る
成
果
が
す
ぐ
に
上
が
る
も
の
で
も

な
い
が
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
や
り
方
で
、
粘
り
強
く

取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

意識
•危機に対する認識
•⾃ら対策を講じる必要性の認識

知識

•危機に関する知識（どのような危機がどのような場所・時期
にどのように発現するか）
•講じるべき対策に関する知識

実践⼒
•予防対策の⽇常的な実践
•危機発⽣時の対応の実効性の確保

意識の
保持・強化

地域のリスク・避難⾏動等の周知、防災教育、まちあるき、実践的な
訓練などを継続的に実施

4

図４ 継続的なリスクコミュニケーション

図４　継続的なリスクコミュニケーション
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れ
る
中
、
普
段
と
は
異
な
る
膨
大
な
災
害
対
応
業
務
を
、

迅
速
・
的
確
に
処
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

住
民
に
は
、
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
、
先
を
見
越
し
た
早

め
早
め
の
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
際
に
最
も
重
要
な
の
は
、「
こ
の
先
に
何
が
起
こ

る
か
」
を
見
通
す
「
想
像
力
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
災

害
対
応
の
経
験
が
な
い
場
合
に
は
、
先
の
こ
と
を
想
像
す

る
の
は
難
し
い
。

全
国
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、
最
近
は
、
少
な
く
と
も
年
に

１
、
２
回
は
多
数
の
犠
牲
者
が
で
る
よ
う
な
大
規
模
災
害

が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
つ
一
つ
の
地
域
に

と
っ
て
み
る
と
、
大
規
模
災
害
は
数
十
年
に
一
回
起
こ
る

か
ど
う
か
な
の
で
、
大
規
模
災
害
に
対
応
し
た
経
験
が
あ

る
市
町
村
職
員
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
住
民

に
と
っ
て
も
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
よ
う
な
災
害
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は

ご
く
少
数
だ
ろ
う
。

こ
の
た
め
、
近
年
に
災
害
が
起
こ
っ
て
い
な
い
地
域
で

は
、
他
の
地
域
で
起
き
た
災
害
の
教
訓
を
「
わ
が
こ
と
」

と
し
て
捉
え
、学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、「
想
像
力
」
を
養
い
、

災
害
対
応
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

一
方
で
、
災
害
を
経
験
し
た
地
域
で
は
、
災
害
対
応
を

振
り
返
っ
て
、
検
証
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
災
害

対
応
で
は
、
完
璧
な
対
応
と
い
う
の
は
あ
り
得
ず
、
必
ず

何
ら
か
の
問
題
点
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
災
害
対
応
に
当

た
っ
た
一
人
一
人
の
経
験
や
知
見
を
集
め
て
、
総
合
的
・

客
観
的
に
検
証
を
行
い
、課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
防
災
対
策
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
は
、
日
常
時
と
非
常
時
の
境
界
を

取
り
払
い
、
ど
ち
ら
の
状
況
で
も
活
用
で
き
る
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
備
え
る
」
と
い
う
特
別
な
行
動
で

は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
に
自
然
と
防
災
の
要
素
を
組
み

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
防
災
用
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、
普
段
は
備
蓄
し

て
い
て
、
非
常
時
の
み
に
使
う
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
品
は
、
常
温
で
備
蓄
で
き
る
食
料
品
、
モ
バ
イ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
、
液
体
シ
ャ
ン
プ

ー
、
水
も
運
べ
る
撥は

っ

水す
い

バ
ッ
グ
、
多
機
能
ラ
ジ
オ
な
ど
、

日
常
生
活
で
便
利
に
使
用
で
き
る
う
え
、
非
常
時
に
も
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
に
お
い
て
も
、
都
市
公
園
に
防
災
倉
庫

や
災
害
用
ト
イ
レ
等
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
非
常
時
に

は
避
難
場
所
や
救
援
物
資
の
搬
入
所
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し

て
活
用
す
る
事
例
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
公
用
車
に
Ｅ
Ｖ

を
導
入
し
て
、
非
常
時
に
は
避
難
所
等
の
非
常
用
電
源
と

し
て
活
用
す
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。

今
後
は
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
防
災
対
策
全
般

に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」

を
無
理
な
く
効
果
的
に
進
め
て
行
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

災
害
は
進
化
す
る
と
言
わ
れ
る
。
地
球
温
暖
化
に
よ
り

気
象
災
害
は
激
甚
化
し
、
巨
大
地
震
の
発
生
も
想
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
高
齢
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰

退
、
都
市
の
高
密
度
化
等
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

性
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

防
災
に
ゴ
ー
ル
は
な
い
。
各
地
域
に
は
、「
災
害
に
強
い

地
域
」
を
創
る
た
め
、
不
断
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

◆◆◆

「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
を 

進
め
る
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

⑴　

想
定
外
を
な
く
す

東
日
本
大
震
災
で
は
、
想
定
外
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使

わ
れ
た
。
地
震
・
津
波
の
発
生
そ
の
も
の
は
想
定
さ
れ
て

い
た
も
の
の
、
想
定
外
の
大
き
さ
の
地
震
と
想
定
外
の
高

さ
の
津
波
が
発
生
し
、
原
子
力
発
電
所
で
想
定
外
の
事
故

が
起
き
た
こ
と
に
よ
り
、
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
甚
大

な
被
害
が
生
じ
た
。

想
定
外
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
そ
れ
に
対
す
る
「
備

え
」
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
手
探
り
の
対
応
や
場
当
た

り
的
対
応
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
東
日
本
大

震
災
を
契
機
に
、
可
能
な
限
り
想
定
外
を
な
く
す
観
点
か

ら
、
想
定
地
震
・
津
波
の
考
え
方
が
大
き
く
転
換
し
た
。

従
来
は
過
去
に
発
生
し
た
可
能
性
の
あ
る
地
震
で
も
、

震
度
や
津
波
高
等
を
再
現
で
き
な
い
場
合
は
、
発
生
の
確

度
が
低
い
と
み
な
し
て
想
定
の
対
象
外
に
し
て
い
た
が
、

東
日
本
大
震
災
以
降
は
、最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の
巨
大
な
地

震
・
津
波
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
際
、
具
体

的
な
防
災
対
策
の
検
討
に
お
い
て
、
想
定
地
震
・
津
波
に

対
し
必
要
な
施
設
整
備
が
現
実
的
に
困
難
と
な
る
場
合
で

も
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
想
定
地
震
・
津
波
を
設
定
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

各
地
域
に
お
い
て
も
、こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、

最
悪
の
事
態
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
を
想
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
想
定
外
を
な
く
す
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

⑵　

�

他
地
域
の
災
害
事
例
を
「
わ
が
こ
と
」
と
し
て
学
ぶ

災
害
時
に
お
い
て
、
市
町
村
職
員
に
は
、
時
間
に
追
わ

◆◆◆
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

北
海
道
標
津
高
等
学
校

（
標
津
町
）

高
校
生
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

北
海
道
標
津
高
等
学
校
は
、
各
学
年
１
ク
ラ
ス
、
全
校

生
徒
６６
名
の
小
規
模
校
で
あ
る
。
標
津
町
は
北
海
道
の
東

に
位
置
し
て
お
り
、
町
の
北
側
に
は
世
界
自
然
遺
産
を
有

す
る
羅
臼
町
、
南
側
に
は
日
本
一
の
砂さ

嘴し

（
海
岸
か
ら
沖

に
出
た
砂
の
陸
地
）
で
知
ら
れ
る
野
付
半
島
が
隣
接
し
て

い
る
。
ま
た
、
町
の
中
心
部
よ
り
海
を
望
め
ば
、
国
後
島

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
校
で
は
２
０
１
７
年
度
よ
り

「
高
校
生
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
の
育
成
を
目
的
と
し
た
防
災

教
育
を
行
政
（
町
役
場
）
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
Ｄ
ｏ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
が
き
っ
か
け

本
校
に
お
け
る
防
災
減
災
活
動
の
始
ま
り
は
、
２
０
１

７
年
に
釧
路
東
高
校
と
の
生
徒
会
交
流
会
で
実
施
し
た
Ｄ

ｏ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
北
海
道
版
Ｈ
Ｕ
Ｇ
＝
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）

で
あ
る
。
当
時
よ
り
生
徒
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
先

進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
釧
路
東
高
校
の
生
徒
が

◆◆◆◆◆◆

標
津
町
を
訪
問
し
、
生
徒
会
交
流
と
Ｄ
ｏ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
行
っ

た
。
そ
の
際
、
助
言
者
と
し
て
標
津
町
住
民
生
活
課
危
機

管
理
室
長
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
Ｄ
ｏ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
内
で
出

て
き
た
イ
ベ
ン
ト
カ
ー
ド
（
例
「
水
に
ぬ
れ
た
避
難
者
が

来
た
」
等
）
の
解
説
や
対
応
方
法
、
避
難
所
開
設
の
運
営

上
の
諸
注
意
に
つ
い
て
学
習
を
深
め
た
。
そ
の
後
、
生
徒

会
活
動
の
活
性
化
の
一
つ
と
し
て
、
生
徒
が
中
心
に
な
る

「
高
校
生
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
の
育
成
を
目
指
す
活
動
と
し

て
防
災
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

特
徴
的
な
活
動
に
つ
い
て

①
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｕ
Ｇ
作
成

２
０
１
７
年
よ
り
Ｄ
ｏ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
使
用
し
、
高
校
生
や

地
域
住
民
、
中
学
生
に
対
し
て
防
災
減
災
活
動
を
継
続
し

て
い
た
が
、
２
０
１
９
～
２０
年
に
か
け
、
防
災
教
育
普
及

協
会
の
「
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
防
災
減
災
活
動
を
見
直
し
、
標
津

町
役
場
危
機
管
理
室
と
協
働
で
、
町
で
起
こ
り
う
る
災
害

を
想
定
し
た
「
標
津
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
の
開
発
に

◆◆◆

着
手
し
た
。
危
機
管
理
室
長
と
生
徒
が
災
害
に
関
す
る
学

習
を
重
ね
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
ア
イ
ス
ジ
ャ
ム
に
よ
る

融
雪
洪
水
を
想
定
し
た
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
ず
、
生
徒
は
Ｄ
ｏ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
と
静
岡
県
の
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を

参
考
に
カ
ー
ド
の
開
発
に
取
り
か
か
っ
た
。

Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
構
成
す
る
カ
ー
ド
は
３
種
類
あ
る
。「
住
民

カ
ー
ド
」
は
町
の
住
民
構
成
を
考
え
、
大
家
族
や
技
能
実

習
生
を
加
え
、
さ
ら
に
ゲ
ー
ム
を
進
め
る
と
き
に
親
近
感

が
湧
く
よ
う
に
住
民
の
名
前
を
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
生
き

物
と
し
た
。「
情
報
提
供
カ
ー
ド
」
で
は
３
月
の
気
温
に

合
わ
せ
、
避
難
所
の
運
営
を
３
日
間
と
し
た
場
面
を
設
定

し
た
。「
イ
ベ
ン
ト
カ
ー
ド
」
は
町
内
で
起
こ
る
と
予
想

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ
。
避
難
所
で
あ
る
高
校

は
、
部
活
動
の
生
徒
が
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
、

高
校
生
の
役
割
を
考
え
る
カ
ー
ド
を
加
え
、
さ
ら
に
春
季

と
い
う
こ
と
で
ヒ
グ
マ
の
出
現
な
ど
標
津
町
ら
し
さ
も
加

え
た
。
ま
た
、
作
成
途
中
で
コ
ロ
ナ
禍
を
迎
え
た
こ
と
も

地
域
・
学
校
・
行
政
が
協
働
す
る
防
災
教
育

―
地
域
循
環
型
防
災
教
育
の
完
成
に
向
け
て
―

福
井　

朋
美

北
海
道
標
津
高
等
学
校
校
長

完成したオリジナルＨＵＧ
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あ
り
、
感
染
症
に
関
す
る
カ
ー
ド
を
追
加
し
た
。

通
常
の
Ｈ
Ｕ
Ｇ
は
２
～
３
時
間
か
か
る
の
に
対
し
、「
標

津
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
は
説
明
を
加
え
て
も
１
・
５

時
間
程
度
で
終
了
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。
Ｈ
Ｕ
Ｇ
終

了
後
、ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で
他
の
班
の
見
学
を
行
い
、

避
難
誘
導
の
意
図
や
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
進
め
、

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
臨
機
応
変
の

対
応
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
他
者
を
認
め
る
心
の
涵か

ん
よ
う養

に
も
寄
与
し
て
い

る
。
ま
た
、現
行
の
融
雪
洪
水
に
対
す
る
Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
ほ
か
、

冬
季
の
着
雪
停
電
で
の
避
難
所
開
設
を
想
定
し
た
「
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
の
完
成
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。

②
出
前
授
業

標
津
町
で
は
、
地
域
の
こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
校
に
向

け
た
防
災
教
育
を
危
機
管
理
室
が
担
当
し
て
い
た
。
高
校

生
と
役
場
が
協
働
で
防
災
活
動
を
進
め
て
い
く
中
で
、
高

校
生
は
防
災
減
災
活
動
を
町
に
還
元
し
た
い
と
い
う
思
い

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
危
機
管
理
室
か
ら
も
、

役
場
職
員
が
出
前
授
業
を
行
う
よ
り
も
高
校
生
の
感
性
で

出
前
授
業
を
行
っ
た
ほ
う
が
よ
り
話
を
聞
い
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
打
診
を
受
け
、
園
小
中
学
校
で
の
防
災
出

前
授
業
を
企
画
・
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

出
前
授
業
の
内
容
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
内
容
を
変

え
て
い
る
。
こ
ど
も
園
で
は
、
災
害
に
関
す
る
〇
×
ク
イ

ズ
や
「
ぼ
う
さ
い
ダ
ッ
ク
」（
災
害
時
に
身
を
守
る
ポ
ー

ズ
を
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
化
し
た
も
の
）
を
使
い
、
体
を
動
か

し
な
が
ら
学
習
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
小
学
校

で
は
、
現
地
視
察
研
修
の
報
告
会
を
実
施
、
中
学
校
で
は

そ
れ
に
加
え
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
体
験
や
「
と
っ
さ
の

ひ
と
こ
と
」（
東
日
本
大
震
災
の
実
際
に

あ
っ
た
場
面
で
、
ど
の
よ
う
な
声
掛
け
を

す
る
か
を
考
え
る
教
材
）
を
実
施
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
学
年
が
進
ん
だ
際
に
内

容
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
担
当
者
会
議
を

実
施
し
て
調
整
を
行
っ
た
り
、
各
校
の
要

望
を
反
映
さ
せ
た
り
し
て
い
る
。

出
前
授
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
生
徒
は

危
機
管
理
室
主
催
の
勉
強
会
に
参
加
し

た
。
ま
た
、
町
か
ら
防
災
減
災
教
育
の
講

師
育
成
と
い
う
名
目
で
、
被
災
地
現
地
視

察
研
修
に
関
わ
る
旅
費
を
出
資
し
て
も
ら

い
、
生
徒
会
役
員
を
中
心
に
東
北
沿
岸
の
津
波
、
原
発
、

水
害
被
災
地
で
研
修
を
重
ね
た
。
２
０
２
４
年
に
は
熊
本

県
益
城
町
、
球
磨
村
、
長
崎
県
島
原
市
を
訪
問
し
、
直
下

型
地
震
の
被
害
や
断
層
の
様
子
、
洪
水
、
火
山
の
災
害
に

対
す
る
研
修
を
行
い
、
多
種
多
様
な
災
害
に
対
す
る
知
見

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

３
者
一
体
の
活
動
が
要

「
地
域
循
環
型
防
災
教
育
」、
こ
れ
が
地
域
で
構
築
す
る

防
災
教
育
の
形
で
あ
る
。
現
在
、
町
内
の
園
小
中
学
校
の

防
災
担
当
と
危
機
管
理
室
長
、
社
会
教
育
担
当
、
本
校
担

当
者
に
よ
る
防
災
教
育
計
画
会
議
が
年
度
末
に
行
わ
れ
、

各
校
の
教
育
課
程
に
根
ざ
し
た
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
の
会
議
が
町
の
防
災
教
育
の
充
実
に
寄
与
し
て

お
り
、
さ
ら
に
、
異
校
種
の
防
災
教
育
の
内
容
を
互
い
に

知
る
こ
と
で
町
内
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
継
続
し
た

防
災
の
学
び
が
実
現
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
校
で
は
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
や
防
災
研
修
を
中
心
に
取

◆◆◆

り
組
ん
で
き
た
防
災
教
育
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

町
の
防
災
へ
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

に
、
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
版

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
地
域
住
民
と
取
り
組
む
こ
と
、
さ

ら
に
想
定
し
て
い
る
厳
冬
期
の
着
雪
停
電
を
想
定
し
た
リ

ア
ル
Ｈ
Ｕ
Ｇ
に
取
り
組
み
、
町
で
起
こ
り
う
る
様
々
な
状

況
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
災
害
に
対
す
る
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
を
高
め
る
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

現
行
の
防
災
教
育
は
、
発
災
後
の
対
応
を
中
心
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
が
、
２
０
２
５
年
２
月
に
愛
媛

県
で
行
わ
れ
た
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
防
災
・
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
国
民
会
議
」
で
の
学
び
を
防
災
教
育
へ
還
元
し
、
標

津
町
の
災
害
に
対
応
す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
防
災
を
防
災
教

育
へ
取
り
入
れ
、
発
災
前
を
想
定
し
た
防
災
教
育
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

防
災
教
育
の
要
は
、
地
域
・
学
校
・
行
政
の
３
者
一
体

と
な
っ
た
活
動
で
あ
る
。
本
町
の
防
災
教
育
に
お
い
て
も

相
互
関
係
を
大
切
に
し
、
生
徒
の
防
災
力
を
高
め
、
生
き

る
力
の
育
成
に
取
り
組
み
た
い
。

現地視察研修の様子

こども園での出前授業
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

は
ま
ま
つ
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ぴ
っ
ぴ

（
静
岡
県
浜
松
市
）

静
岡
県
の
防
災
意
識
と
私
の
原
点

１
９
９
６
年
に
静
岡
県
浜
松
市
に
転
居
し
た
際
、
地
元

で
は
「
静
岡
県
に
は
東
海
地
震
が
来
る
」
と
い
う
認
識
が

広
く
共
有
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
未
就
学
児
や

小
学
生
が
座
布
団
代
わ
り
に
防
災
頭
巾
を
使
う
姿
や
、
町

内
で
年
に
数
回
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
様
子
を
目
に

し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
高
さ
に
驚
い
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加
に
関
し
て
は
、
幼
い
子

ど
も
を
持
つ
家
庭
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
高
齢
者
が
い
る

家
庭
に
と
っ
て
は
参
加
し
づ
ら
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま

し
た
。
私
も
乳
幼
児
の
母
親
で
あ
っ
た
た
め
、
災
害
時
に

ど
の
よ
う
に
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ま
た
ど
ん
な
備
え

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

防
災
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
作
成
と 

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
誕
生

２
０
０
６
年
、
私
は
仲
間
と
子
育
て
支
援
団
体
、
Ｎ
Ｐ

◆◆◆◆◆◆

Ｏ
法
人
は
ま
ま
つ
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ぴ
っ
ぴ
を
設
立

し
ま
し
た
。
そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ア
レ
ル

ギ
ー
や
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
親
の
会
な
ど
の
協
力
を

得
て
、「
子
ど
も
を
守
る
防
災
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
教
材
と
し

て
、
子
育
て
世
代
向
け
の
防
災
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
「
子
ど
も
を
守
る
地
域
の
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

当
時
、
子
育
て
家
庭
の
視
点
に
立
っ
た
防
災
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
珍
し
か
っ
た
た
め
、
全
国
か
ら
講
座
の
依
頼
が

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
地

域
で
は
子
育
て
家
庭
の
防
災
は
も
と
よ
り
、
防
災
そ
の
も

の
へ
の
関
心
が
決
し
て
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た 

防
災
意
識
の
変
化

２
０
１
１
年
３
月
１１
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
未
曾
有
の
大
災
害
に
よ
り
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
、
大
き
な
衝
撃
で
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
防
災
へ
の

◆◆◆

関
心
が
一
気
に
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

震
災
の
半
年
後
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
東
北

の
被
災
地
を
訪
れ
、支
援
団
体
や
行
政
、メ
デ
ィ
ア
の
方
々

に
取
材
を
行
い
ま
し
た
。そ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、

子
育
て
家
庭
が
直
面
す
る
数
々
の
課
題
で
し
た
。

例
え
ば
、
物
資
不
足
の
中
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
が

支
援
物
資
を
受
け
取
る
た
め
に
長
時
間
並
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
子
ど
も
が
避
難

所
で
配
ら
れ
た
食
料
を
食
べ
ら
れ
ず
、
わ
が
ま
ま
と
誤
解

さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
気
づ
き
や
防
災
知
識
を
ま
と
め
た
冊
子
が

「
ぴ
っ
ぴ
家
族
の
減
災
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」（
２
０
１
２
年
）
で
す
。

こ
の
冊
子
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
、
子
育
て
団
体
、
自

治
会
な
ど
で
広
く
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
つ
な
が
る
支
援
パ
ッ
ク
」
開
発
と 

支
援
の
拡ひ
ろ

が
り

◆◆◆

子
育
て
家
庭
を
守
る
防
災
活
動

―
静
岡
か
ら
広
が
る
支
援
の
輪
―

原
田　

博
子

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ま
ま
つ
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ぴ
っ
ぴ
理
事
長

防災事業を開始した頃のワークショップ
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２
０
１
６
年
、
取
材
時
の
課
題
を
も
と
に
「
つ
な
が
る

支
援
パ
ッ
ク
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
被
災
地
に

お
い
て
特
に
支
援
が
必
要
な
乳
幼
児
家
庭
向
け
の
支
援
物

資
パ
ッ
ク
で
す
。

パ
ッ
ク
に
は
、「
子
ど
も
が
い
ま
す
。」「
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
り
ま
す
。」
と
い
う
２
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
物
資
を
詰
め
、
バ
ッ
グ
の
表
面
に
は
一

目
で
分
か
る
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

開
発
直
後
間
も
な
く
、
熊
本
地
震
が
発
生
。
急
き
ょ
、

「
つ
な
が
る
支
援
パ
ッ
ク
」
を
被
災
地
に
届
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
地
で
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
輸
送
手
段

の
確
保
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
災
害
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
議
員
の
方
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
を
借
り

て
、
無
事
に
現
地
へ
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪
雨
や
２
０
２
０

年
の
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
の
熊
本
の
大
雨
災
害
時
に
も

同
様
の
課
題
に
直
面
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
を
借
り
ま

し
た
。
２
０
２
４
年
1
月
1
日
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震

も
含
め
て
、
毎
回
同
様
の
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
関

係
者
と
の
連
携
を
通
じ
て
支
援
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

子
育
て
家
庭
の
た
め
の 

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

こ
れ
ま
で
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
子
育
て
家
庭
の
支
援
を
目

的
と
し
て
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、
断

水
や
停
電
が
長
引
く
ほ
ど
、
入
浴
や
手
洗
い
が
で
き
ず
不

衛
生
に
な
っ
た
り
、
食
事
の
準
備
が
で
き
な
く
な
っ
た
り

と
乳
幼
児
家
庭
の
生
活
は
困
難
を
増
し
ま
す
。
避
難
所
で

は
「
子
ど
も
の
声
が
迷
惑
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

遠
慮
か
ら
、
車
中
泊
を
選
ぶ
家
庭
も
多
く
、
地
域
か
ら
子

ど
も
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
子
育
て
家
庭
が
不
自
由
を

抱
え
な
い
よ
う
に
と
２
０
２
０
年
よ
り
静
岡
県
内
の
子
育

て
団
体
が
連
携
し
、「
し
ず
お
か
子
育
て
防
災
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
、
県
内
で
助
産
師
会

を
含
む
３６
団
体
が
参
加
し
、
平
時
は
情
報
交
換
や
勉
強
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
「
防
災
の
知
識
も
な

い
し
、
う
ち
が
何
に
役
立
て
る
の
か
」
と
聞
い
て
く
る
団

体
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
の
団
体
も
災
害
支
援
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
せ
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
託
児
が
で
き
れ
ば
、
親
は
片
付
け
が
で
き
て

助
か
る
し
、
親
子
の
居
場
所
が
あ
れ
ば
、
親
子
の
不
安
解

消
や
悩
み
相
談
の
場
に
な
る
な
ど
、
ふ
だ
ん
と
変
わ
ら
な

い
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
が
一
番
の
支
援
に

な
り
ま
す
。

災
害
時
の
支
援
体
制
と
地
域
連
携
の 

こ
れ
か
ら

◆◆◆◆◆◆

２
０
２
２
年
９
月
の
台
風
１５
号
で
は
、
静
岡
市
清
水
区

が
床
上
浸
水
と
断
水
の
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
際
、
県
内
の
東
部
と
西
部
の
団
体
が
後
方
支
援
し
、
託

児
や
洗
濯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
物
資

配
布
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
通
じ
て
、「
何
か
あ

れ
ば
お
互
い
さ
ま
」
と
い
う
意
識
が
強
ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
結
束
が
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
県
内
な
ど
の
つ
な
が
り
に
加
え
、
現
在
で
は

大
阪
、
愛
媛
、
愛
知
、
石
川
各
府
県
な
ど
、
県
外
の
団
体

と
も
協
定
を
結
び
、
有
事
の
際
に
互
い
に
支
援
し
合
え
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
や
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
連
携
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
災
害
対
応

を
地
域
の
枠
を
超
え
て
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

地
域
の
子
育
て
団
体
だ
け
で
す
べ
て
の
課
題
に
対
応
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
社
会
全
体
が

子
育
て
家
庭
の
抱
え
る
課
題
に
目
を
向
け
、
共
に
支
え
る

た
め
の
連
携
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
て
も
、
支
援
を
必
要

と
す
る
人
々
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
や
す
い
雰
囲
気
や
環
境

づ
く
り
も
重
要
で
す
。被
災
時
に
支
援
を
受
け
る
こ
と
は
、

決
し
て
「
甘
え
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
に

は
「
う
ち
よ
り
も
っ
と
大
変
な
人
に
支
援
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
」と
遠
慮
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
災
害
時
に
、

支
援
を
受
け
た
経
験
が
「
受
援
力
」
を
高
め
、
や
が
て
誰

か
を
助
け
る
力
に
つ
な
が
り
、
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
誰
も
が
取
り
残
さ

れ
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
や
世
代
を
越
え
た

連
携
と
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

つながる支援パック
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

ア
ク
シ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

株
式
会
社
（
愛
知
県
）

活
動
を
始
め
た
経
緯
と
動
機

２
０
１
１
年
３
月
１１
日
、東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。

発
災
当
夜
、
東
京
・
霞
が
関
か
ら
多
摩
川
方
面
に
向
か
っ

て
幹
線
道
路
を
２
列
縦
隊
で
整
然
と
避
難
す
る
列
を
見

た
。
女
子
高
生
も
官
僚
も
、
老
若
男
女
関
係
な
く
愚
痴
も

言
わ
ず
励
ま
し
合
っ
て
歩
く
。「
困
っ
た
時
は
お
互
い
サ

マ
」。
有
事
に
お
け
る
日
本
人
の
団
結
力
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
！
と
心
の
底
か
ら
深
く
感
動
し
た
。

２
０
２
４
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
庁
舎
が
被
害
を
受

け
、
行
政
官
自
身
が
被
災
す
る
姿
に
接
し
、「
行
政
に
過

度
に
依
存
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
い
う
感
情
が

芽
生
え
た
。
地
元
企
業
が
主
体
性
を
発
揮
し
、
市
民
や
自

治
体
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
防
災

の
備
え
を
す
る
こ
と
で
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

貢
献
で
き
る
と
確
信
。
地
元
愛
知
県
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に

す
べ
く
、
産
学
官
へ
の
声
掛
け
を
始
め
た
。

◆◆◆

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た 

コ
ン
セ
プ
ト

地
元
企
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体
性
を
発
揮
す

る
こ
と
で
、
自
治
体
職
員
の
負
荷
を
少
し
で
も
軽
減
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
施
策
と
し
て
以
下
の

２
点
を
設
定
し
た
。〈
図
１
〉
参
照

ａ
）�

地
元
の
中
小
製
造
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体

と
な
る
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
と
可
視
化

ｂ
）�

防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
平
時
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
強
化 

地
元
中
小
製
造
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
体
の

防
災
備
蓄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
と
可
視
化

社
会
課
題
＝
防
災
備
蓄
は
個
社
単
位
で
し
か
で
き
て
お
ら

ず
、
近
隣
の
ビ
ル
や
事
業
所
と
の
情
報
共
有
が
薄
い
た

め
、
災
害
時
の
共
助
は
困
難
で
あ
る
。

課
題
解
決
＝
個
社
の
枠
を
超
え
た
災
害
備
蓄
品
の
ネ
ッ
ト

◆◆◆◆◆◆

ワ
ー
ク
強
化
な
ら
び
に
平
時
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強

化
に
取
り
組
む
こ
と
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
す
る
。〈
図
２
〉
参
照

事
例
１　

�

地
元
の
中
小
製
造
業
経
営
者
が
主
体
と
な
る
防

災
備
蓄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

愛
知
県
な
ど
の
中
小
製
造
業
経
営
者
が
約
３
０
０
人
超

集
ま
る
同
友
会
「
一
般
社
団
法
人
モ
ノ
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
」
の
防
災
備
蓄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
注
力
し
た
。
加

盟
社
の
了
解
の
下
、
防
災
互
助
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で

合
意
。
防
災
主
要
ア
イ
テ
ム
「
水
（
ト
イ
レ
含
む
）、通
信
、

蓄
電
池
」
の
う
ち
、
生
命
の
危
機
に
直
結
す
る
備
蓄
水
を

対
象
と
し
、
備
蓄
情
報
を
ア
プ
リ
登
録
。
被
災
時
に
近
隣

の
方
と
助
け
合
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
付
き
の
防

災
備
蓄
水
の
販
売
を
開
始
し
た
。

地
元
企
業
や
地
域
主
体
に
よ
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

―
愛
知
県
、
東
京
都
府
中
市
の
事
例
か
ら
―

南み
な

形が
た　

潔き
よ

賜し

ア
ク
シ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長

〈図１〉地域コミュニティが主体となる防災備蓄ネットワーク
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〈〈図図１１〉〉

地地域域ココミミュュニニテティィがが主主体体ととななるる防防災災備備蓄蓄ネネッットトワワーークク
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事
例
２　

�

官
民
連
携
イ
ベ
ン
ト
で
中
小
製
造
業
主
体
の
防

災
備
蓄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
唱

社
会
課
題
＝
中
小
製
造
業
が
自
主
的
に
災
害
備
蓄
品
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
と
い
う
概
念
自
体
、
前
例
が

無
く
認
知
度
が
薄
い
。

活
動
事
例
＝
今
年
３
月
、
名
古
屋
市
で
開
催
し
た
官
民
連

携
イ
ベ
ン
ト
で
、
当
社
か
ら
概
念
と
具
体
的
な
事
例
を

紹
介
。

防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
平
時
か
ら
の 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化

社
会
課
題
＝
防
災
は
「
暗
く
て
つ
ら
い
」
と
い
う
固
定
観

念
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
も
な
か
な
か
積
極
参
加
が
望

め
な
い
。

着
眼
点
＝
子
供
も
含
め
て
「
楽
し
く
学
べ
る
防
災
イ
ベ
ン

ト
」
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
て
進
め
、
い
く

つ
か
具
体
化
し
て
き
て
い
る
。

事
例
３　

�

愛
知
県
岡
崎
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体

と
な
り「
楽
し
く
学
べ
る
防
災
ア
イ
テ
ム
を
地
域

の
ワ
ク
を
越
え
て
集
め
た
」
イ
ベ
ン
ト
を
共
催

背
景
説
明
＝
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
子
ど
も
食
堂
や
災
害

救
援
用
重
機
の
操
縦
体
験
が
で
き
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
防
災
施
設
を
運
用
し
て
い
る
。

活
動
事
例
＝
子
ど
も
食
堂
や
重
機
操
縦
体
験
に
加
え
、
楽

し
く
学
べ
る
防
災
ア
イ
テ
ム
を
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
を
５

月
に
当
社
と
共
同
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

〈
楽
し
く
学
べ
る
防
災
ア
イ
テ
ム
（
案
）〉

①
緩
く
備
え
る
「
ゆ
る
そ
な
」
メ
シ

②
竹
を
使
っ
た
防
災
時
の
箸
や
コ
ッ
プ
製
作
イ
ベ
ン
ト　

③
規
格
外
の
野
菜
や
果
物
な
ど
を
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
し
た

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
型
備
蓄
食

④
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
生
ま
れ
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
で
簡

単
に
設
営
で
き
る
テ
ン
ト
実
演

⑤
親
子
で
楽
し
く
競
う
避
難
体
験
タ
イ
ム
レ
ー
ス

事
例
４　

�

東
京
都
府
中
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体

と
な
り
、
緩
く
備
え
る
「
ゆ
る
そ
な
」
イ
ベ
ン

ト
共
催

◆◆◆

社
会
課
題
＝
厳
し
い
姿
勢
で
防
災
教
育
を
し
て
も
、
子
供

た
ち
の
コ
コ
ロ
に
刺
さ
ら
な
い
。

活
動
事
例
＝
厳
し
く
教
え
る
の
で
は
な
く
、
緩
く
備
え
る

「
ゆ
る
そ
な
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
自
宅
に
あ
る
身
近
な

も
の
で
災
害
を
し
の
ぐ
イ
ベ
ン
ト
を
当
社
と
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
共
同
開
催
す
る
。
第
１
回
は
食
事
に
着
目

し
た
「
ゆ
る
そ
な
メ
シ
」。
家
庭
に
あ
る
食
材
や
器
具

で
簡
単
に
調
理
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
５
月
に
開
催
予
定
。

〈
ゆ
る
そ
な
メ
シ
の
ア
イ
デ
ア
（
抜
粋
）〉

①
上
水
道
が
断
水
し
て
い
る
想
定
で
、
与
え
ら
れ
た
水
の

分
量
で
料
理
を
作
り
、
お
皿
を
汚
さ
な
い
工
夫
を
考
え

て
み
る
。

②
停
電
し
て
い
る
想
定
で
、
ど
う
や
っ
て
火
を
起
こ
し
明

か
り
を
と
も
す
か
考
え
て
み
る
。

③
さ
ら
に
、
火
す
ら
使
え
な
い
状
況
で
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
防
災
飯
を
考
え
て
み
る
。

中
小
製
造
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の 

共
助
の
先
に
あ
る
光
景

当
社
は
愛
知
県
内
お
よ
び
府
中
市
等
を
基
盤
に
中
小
製

造
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
を
深
め
、
育
み
、

防
災
備
蓄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
と
可
視
化
な
ら
び
に
防
災

イ
ベ
ン
ト
な
ど
平
時
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
を
図
っ

て
い
く
。

し
か
し
防
災
の
基
盤
・
基
幹
は
行
政
に
あ
り
、
行
政
官

の
み
な
さ
ん
の
業
務
効
率
が
少
し
で
も
改
善
さ
れ
る
よ

う
、
補
完
的
な
立
場
で
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

【�

問
い
合
わ
せ
先
＝info@

axistech.jp　

	

ア
ク
シ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
株
式
会
社　

南
形
潔
賜
】

◆◆◆

Copyright © 2025  AXIS Coordinate Co. Ltd. All Rights Reserved. 
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●地元大学等

との連携ほか

●●名名古古屋屋エエリリアア

中小製造業同友会との連携ほか

●●東三河・渥美半島

生活インフラ事業者との連携ほか●知多半島

地元食品メーカー

との連携ほか

〈〈図図２２〉〉愛愛知知県県内内のの防防災災地地域域ココミミュュニニテティィ展展開開ママッッププ

●●西三河

地域おこし団体、地元メディア

との連携ほか

〈図２〉愛知県内の防災地域コミュニティ展開マップ
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

三
重
県
立
北
星
高
等
学
校

（
四
日
市
市
）

地
域
の
特
徴

本
校
は
、
三
重
県
北
部
に
光
り
輝
く
星
の
よ
う
な
高
校

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
の
も
と
、
定
時
制
・
通
信

制
の
拠
点
校
と
し
て
２
０
０
６
年
に
定
時
制
と
通
信
制
が

統
合
し
発
足
し
ま
し
た
。
本
校
の
あ
る
三
重
県
北
部
四
日

市
市
の
富
田
地
区
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
浸
水
想

定
区
域
を
含
み
、
津
波
災
害
時
に
逃
げ
る
べ
き
「
津
波
避

難
目
標
ラ
イ
ン
」
よ
り
も
海
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
学
校
と

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
防
災
訓
練
の
工
夫

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
１
年
度
、
災
害
時
に
復
旧
の
早
い

高
規
格
道
路
で
あ
る
バ
イ
パ
ス
道
路
付
近
の
高
台
公
園
を

新
た
に
避
難
先
に
設
定
し
、
避
難
経
路
を
確
認
す
る
「
イ

メ
ー
ジ
動
画
」
を
作
成
、オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
す
る
こ
と
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
効
果
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆

２
０
２
２
年
度
は
、
防
災
訓
練
を
通
し
て
連
携
す
る
富

田
地
区
自
主
防
災
隊
と
合
同
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
高
齢
化
が
進
む
地
元
地
域
の
中
で
、
高
校
生
が
率
先

避
難
者
と
し
て
地
域
住
民
も
巻
き
込
ん
で
避
難
で
き
る
よ

う
に
な
る
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
し
た
。

合
同
訓
練
に
よ
る
「
共
助
」
意
識
の
高
ま
り

こ
れ
ま
で
の
学
校
と
地
域
連
携
の
集
大
成
と
し
て
、
２

０
２
３
年
度
、
定
時
制
の
全
校
生
徒
と
富
田
地
区
住
民
と

の
合
同
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
高
齢
者
や
要
支
援
者
役
の

地
域
住
民
を
、
高
校
生
が
リ
ヤ
カ
ー
や
車
椅
子
で
避
難
場

所
ま
で
運
ぶ
な
ど
の
本
格
的
な
合
同
避
難
訓
練
が
実
現
し

ま
し
た
。

自
主
防
災
隊
長
か
ら
は
、「
こ
の
地
区
は
高
齢
者
が
多

く
、
地
域
の
高
齢
者
や
介
護
が
必
要
な
住
民
に
と
っ
て
、

高
校
生
の
存
在
が
あ
る
こ
と
は
大
き
い
」
と
言
わ
れ
、
高

齢
者
を
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん
だ
高
校
生
は
「
こ
の
人
の
命
を

本
当
に
守
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
訓
練
に
参
加
し
た
生
徒
の
９
割

◆◆◆

が
「
訓
練
に
参
加
し
防
災
意
識
が
高
ま
り
満
足
し
た
」
と

回
答
し
、
生
徒
の
「
共
助
」
の
意
識
が
向
上
し
ま
し
た
。

「
命
の
矢
印
」
と
自
己
肯
定
感
の
向
上

こ
の
合
同
訓
練
を
機
会
に
、
訓
練
時
の
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
訓
練
後
も
そ
の
意
識
を
継
続
さ
せ
、
本
県
の
目
指
す

「
防
災
の
日
常
化
」
を
目
指
し
、
津
波
災
害
時
に
逃
げ
る

べ
き
高
台
へ
の
方
角
を
意
識
す
る
「
命
の
矢
印
」
シ
ー
ル

◆◆◆

「
命
の
矢
印
」
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上

―
共
助
の
要
と
し
て
の
学
校
と
地
域
の
連
携
―

坂
田　

広
峰

三
重
県
立
北
星
高
等
学
校
教
諭　

防
災
教
育
担
当

高校生と地域住民が高台へ集結

訓練で要支援者を
リヤカーで運ぶ高校生
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を
学
校
周
辺
の
住
民
に
配
布
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生
徒
と
自
治
会
長
、
防
災
隊

長
が
①
「
命
の
矢
印
」
②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
③
備
蓄
品
―

―
の
３
点
セ
ッ
ト
を
持
っ
て
学
校
周
辺
の
住
宅
を
訪
問
し

ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
の
５
月
に
は
、前
年
度
ま
で
の
高
齢
者
、

要
支
援
者
の
ほ
か
、
地
元
の
幼
稚
園
児
を
要
支
援
者
に
加

え
、
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
る
合
同
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
ま
で
個
別
配
布
し
て
い
た
「
命
の
矢
印
」
を
避

難
先
で
地
域
住
民
に
一
斉
配
布
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市

内
に
は
外
国
人
も
多
く
居
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
命

の
矢
印
」
の
多
言
語
版
を
英
語
や
中
国
語
、ベ
ト
ナ
ム
語
、

ネ
パ
ー
ル
語
等
で
新
た
に
作
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
外

国
人
の
た
め
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
で
配
布
す
る
等
、
地
域

貢
献
を
通
じ
て
生
徒
が
「
自
己
肯
定
感
」
を
高
め
る
活
動

へ
と
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
継
続
的
に
活
動
に
参
加
し
て
き
た

生
徒
は
、「
地
域
の
方
に
、
こ
の
矢
印
を
受
け
取
っ
て
高

校
生
の
力
を
頼
も
し
く
感
じ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
て
、
自

分
た
ち
が
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
顔
の
見
え
る
関
係
性
」
が
発
展
の
鍵　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
学
校
の
防
災
教
育
担
当
と
地
元

四
日
市
市
富
田
地
区
連
合
自
主
防
災
隊
隊
長
が
そ
れ
ぞ
れ

の
中
心
と
な
り
、
１０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
連
携
し
て
き
た

こ
と
が
基
盤
に
あ
り
ま
す
。
防
災
隊
長
は
学
校
労
務
員
と

し
て
勤
務
し
て
お
り
、
日
常
的
に
担
当
教
員
と
話
が
で
き

る
関
係
性
で
し
た
。
地
域
連
携
の
鍵
で
あ
り
、
共
助
の
鍵

◆◆◆

で
あ
る
、
ま
さ
に
「
顔
の
見
え
る
関
係
性
」
が
で
き
て
い

た
こ
と
が
取
り
組
み
の
継
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
は
広
が
り
、
地
元
市
会
議
員
と
本
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
の
「
地
域
の
防
災
を
考
え
る
高
校
生
議
会
」（
通

称
、
ワ
イ
ワ
イ
議
会
）
の
開
催
や
能
登
半
島
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
部
員
の
報
告
会
、
各
種
表
彰
式
で
の

交
流
な
ど
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、
２
０
２
２
年
度
か

ら
３
年
間
に
わ
た
り
、
み
え
の
防
災
奨
励
賞
、
み
え
の
防

災
特
別
賞
、
み
え
の
防
災
大
賞
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、

令
和
５
年
度
総
務
省
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
（
総
務
大
臣

賞
）、
そ
し
て
、
令
和
６
年
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣

表
彰
、
令
和
６
年
度
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
「
特
別
賞
」（
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
賞
）
等
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
受
賞

は
、
学
校
と
地
域
の
大
き
な
励
ま
し
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
災
害
文
化
の
構
築

来
る
べ
き
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
際
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
「
地
域
の
総
力
を
結
集
し
た
地
域
防
災
体
制
」

の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
学
校
と
自
主
防
災
組
織
が
「
共
助
の

要
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
協
働
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、「
命
の
矢
印
」
は
、
総
務
省
消
防
庁
で
学
習
教

材
と
し
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
津
波

避
難
タ
ワ
ー
な
ど
の
命
を
守
る
「
災
害
文
明
」
と
併
せ
て
、

地
域
の
「
災
害
文
化
」
を
構
築
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
広
ま
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
の
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な

が
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

◆◆◆

「命の矢印」

幼稚園児も訓練に参加
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

岡
山
県
総
社
市

多
文
化
共
生
施
策
の
背
景

総
社
市
は
岡
山
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
東
部
は
岡
山

市
、
南
部
は
倉
敷
市
に
隣
接
し
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
特
有

の
温
暖
、
少
雨
の
恵
ま
れ
た
気
候
に
あ
る
人
口
約
７
万
人

の
小
さ
な
市
で
す
。

三
菱
自
動
車
を
中
心
と
し
た
自
動
車
部
品
工
場
が
集
積

し
て
お
り
、
平
成
２
年
の
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
」
改
正
以
降
、
南
米
系
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
で
あ
る
ブ
ラ
ジ

ル
人
、
ペ
ル
ー
人
な
ど
多
く
の
外
国
人
労
働
者
が
雇
用
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
が
非
正
規
雇
用
だ
っ
た

た
め
、
平
成
２０
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
多

大
な
影
響
を
受
け
、
そ
の
多
く
が
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。
解

雇
に
起
因
す
る
問
題
は
就
労
だ
け
で
は
な
く
日
常
生
活
全

般
に
関
し
て
多
岐
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
は
平
成
２１
年
４
月
、
外
国
人
市
民
の
生
活
全

般
に
関
わ
る
自
立
支
援
を
行
う
た
め
、
人
権
・
ま
ち
づ
く

り
課
内
に
国
際
・
交
流
推
進
係
を
新
設
し
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
、
多
文
化
共
生
を
市
政
の
重
要
施
策
と
位
置
づ
け
、

◆◆◆

通
訳
の
で
き
る
多
文
化
共
生
推
進
員
を
配
置
し
て
、
相
談

業
務
を
通
じ
て
聞
こ
え
て
く
る
外
国
人
市
民
の
声
を
反
映

し
た
多
文
化
共
生
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
的
医
療
・
救
援
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
グ
ル
ー
プ
と
協
定
を
締
結
、
外
国
人
住
民
が
多
数
居
住

す
る
都
市
等
で
構
成
さ
れ
た
外
国
人
集
住
都
市
会
議
に
加

盟
す
る
な
ど
、
他
団
体
か
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
事

業
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
誕
生

こ
う
し
た
流
れ
か
ら
平
成
２２
年
度
の
市
防
災
訓
練
に
初

め
て
外
国
人
住
民
が
参
加
し
、
市
は
防
災
訓
練
後
に
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
協
力
に
よ
り
「
外
国
人
向
け
の
防
災
教

室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
外
国
人
住
民
の
防
災

意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
中
、
平
成
２３
年
３
月
１１
日
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
る
未
曽
有
の
大
災
害
の
様
子
。
原
型

を
と
ど
め
て
い
な
い
街
の
姿
や
長
期
化
す
る
避
難
所
生
活

の
悲
惨
な
状
況
を
見
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
生
活
し
、
各

◆◆◆

地
で
発
生
す
る
災
害
を
見
て
き
た
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
メ
ン
バ
ー
が
声
を
上
げ
た
の
で
す
。「
私
た
ち
も
何
か

し
た
い
」「
災
害
の
時
に
役
に
立
ち
た
い
」「
支
援
さ
れ
る

側
か
ら
支
援
す
る
側
に
な
り
た
い
」
と
。

そ
の
声
を
受
け
、
市
は
平
成
２３
年
度
に
日
本
人
市
民
・

外
国
人
市
民
が
と
も
に
地
域
住
民
と
し
て
一
体
と
な
っ
た

避
難
訓
練
と
避
難
所
体
験
訓
練
を
行
い
、
そ
し
て
つ
い
に

平
成
２５
年
度
に
、
公
設
国
際
貢
献
大
学
校
（
岡
山
県
新
見

市
）
等
と
の
連
携
に
よ
る
「
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成

支
援
さ
れ
る
側
か
ら
「
す
る
側
」
へ

―
総
社
市
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
取
り
組
み
―

総
社
市
人
権
・
ま
ち
づ
く
り
課

外国人防災リーダー
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研
修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
外
国
人
へ
の
支
援
に
関
し
て
、
被
災
者
の
心

理
的
ス
ト
レ
ス
や
支
援
者
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法
に
つ
い

て
学
び
、
非
常
食
の
作
成
体
験
、
多
言
語
防
災
カ
ー
ド
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
普
通
救
命
講
習
、
避

難
所
模
擬
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
総
社
市
で
起
こ

っ
た
過
去
の
災
害
状
況
を
知
り
、
今
後
予
想
さ
れ
る
災
害

に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
は
、
現
在
で
は

市
独
自
で
内
容
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
最
近
で
は
令
和
４
、
５
年
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
て
多
言
語
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
総
社
市
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
、
外
国

人
住
民
の
声
か
ら
誕
生
し
た
の
で
す
。

西
日
本
豪
雨
で
生
か
さ
れ
た
成
果

外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た

防
災
情
報
の
発
信
や
、
避
難
所
の
運
営
協
力
、
外
国
人
避

難
者
の
心
の
ケ
ア
、
外
国
人
避
難
者
へ
の
正
し
い
情
報
伝

達
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
で
す
。

平
成
３０
年
７
月
、
西
日
本
各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生

し
た
西
日
本
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
岡
山
県
で
は
、
倉
敷
市

◆◆◆

真
備
町
だ
け
で
な
く
、
岡
山
市
や
総
社
市
も
大
き
な
被
害

を
受
け
、
外
国
人
住
民
も
多
く
の
方
が
被
災
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
市
と
連
携
し
て
多

言
語
で
情
報
を
発
信
し
、
外
国
人
被
災
者
相
談
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
て
住
ん
で
い
る
自
治
体
を
問
わ
ず
、
罹

災
証
明
や
支
援
金
等
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。
ま
た
、

浸
水
し
た
家
で
孤
立
し
て
い
る
被
災
者
を
自
分
の
ゴ
ム
ボ

ー
ト
を
使
っ
て
助
け
た
人
、
被
災
住
居
の
土
砂
・
が
れ
き

の
撤
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

災
害
時
に
、
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
一
人
ひ
と
り
が
防

災
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
自
ら

の
意
思
で
動
い
た
こ
と
は
、
養
成
研
修
の
大
き
な
成
果
だ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

誰
も
取
り
残
さ
な
い
防
災
へ

災
害
が
起
き
た
と
き
、
情
報
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
は

非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
外
国
人
は
言
葉
の
壁
に

よ
っ
て
正
し
く
情
報
が
伝
わ
ら
ず
、
逃
げ
遅
れ
た
り
必
要

な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
養
成
研
修
に
よ
り
、
外
国
人
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
人
数
は
１０
カ
国
７３
名
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
、
市
内
に
は
３２
カ

国
１
９
４
７
人
の
外
国
人
住
民
が
お
り
、
決
し
て
十
分
で

あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
後
も
新
た
な
外
国
人
防
災
リ

ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
防
災
リ

ー
ダ
ー
と
な
っ
た
後
も
、
継
続
し
て
研
修
等
を
通
じ
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
今

後
は
地
域
住
民
と
の
連
携
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

誰
も
取
り
残
さ
な
い
防
災
へ
。
総
社
市
外
国
人
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
歩
み
は
今
後
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

西日本豪雨の際は
支援する側として活躍

外国人防災リーダー研修
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

徳
島
県
鳴
門
市

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て

徳
島
県
鳴
門
市
は
四
国
の
東
端
に
位
置
し
、
関
西
方
面

か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
四
国
の
玄
関
口
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
総
面
積
の
６
割
を
山
地
が
占
め
、
周

囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
風
光
明め

い

媚び

な
街
で
す
が
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
や
中
央
構
造
線
活
断
層
に
よ
る
直
下
型
地
震

な
ど
の
災
害
も
想
定
さ
れ
て
お
り
、
防
災
・
減
災
対
策
は

市
の
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

当
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
平
成

２３
年
度
に
「
鳴
門
市
地
震
津
波
対
策
推
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
が
、
翌
年
、
徳
島
県
が
発
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
津
波
想
定
は
こ
の
計
画
を
は
る
か
に
上
回
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
経
験
が
な
い
当
市
で
は
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
は
コ
ス

ト
や
労
力
が
か
か
り
、
ま
さ
に
「
非
日
常
に
備
え
る
」
と

い
う
意
識
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
当
市
の
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
と
い

う
概
念
と
出
合
い
、
そ
の
考
え
方
を
積
極
的
に
政
策
に
取

◆◆◆

り
入
れ
、
来
た
る
べ
き
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
は

「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
と
は
、「
日
常
」
と
「
非
日
常
」

と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
私
た
ち
が
「
い

つ
も
」
利
用
し
て
い
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
「
も
し
も
」

の
時
に
も
役
立
て
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
当
市
で
は
、

こ
の
考
え
方
を
平
成
２９
年
度
に
全
国
の
自
治
体
で
初
め
て

「
地
域
防
災
計
画
」
に
盛
り
込
み
、
取
り
組
み
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
、

防
災
以
外
の
計
画
に
も
盛
り
込
ん
だ
こ
と
で
、
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
「
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
ま
で
発
展
し
、昨
年
度
は
「
防

災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
消
防
庁
長
官
賞
」
と
「
防
災
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
当

市
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆◆◆

様
々
な
施
設
に
防
災
機
能

当
市
の
取
り
組
み
と
し
て
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
様
々

な
施
設
が
防
災
の
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
で

す
。
今
回
は
主
な
ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
と
し
て
三
つ
の

施
設
を
取
り
上
げ
ま
す
。

一
つ
目
は
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
に
併
設
さ
れ
て
い
る

「
ウ
ズ
パ
ー
ク
」
で
す
。
日
常
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
国

内
最
大
級
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

場
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
災
害
時
に
は
避
難
生
活

や
復
旧
に
関
わ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
パ
ー
ク

内
に
設
け
ら
れ
た
ウ
ズ
ホ
ー
ル
の
内
観
は
、
壁
面
が
白
と

青
の
２
色
に
色
分
け
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ

っ
て
、
こ
の
エ
リ
ア
の
津
波
浸
水
想
定
ラ
イ
ン
を
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の

◆◆◆

「
い
つ
も
」
の
取
り
組
み
が
「
も
し
も
」
に
つ
な
が
る

―
街
ま
る
ご
と
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
な
る
と
―

黒
濵　

綾
子

鳴
門
市
危
機
管
理
局
参
事
官
補（
内
閣
府
防
災　

避
難
生
活
担
当
派
遣
）

ウズホールのボルダリングスペース
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マ
ッ
ト
は
避
難
者
用
の
ベ
ッ
ド
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も

想
定
し
て
お
り
、
蓄
電
池
に
よ
る
携
帯
電
話
な
ど
の
充
電

設
備
や
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
シ
ャ
ワ
ー
室
を
設
置

し
、
災
害
時
に
は
無
料
開
放
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
公
共
施
設
で
は
初
と
な
る
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
施
設
は
、
道
の
駅
「
く
る
く
る
な
る
と
」
で

す
。
２
階
の
屋
外
芝
生
広
場
は
、
人
工
芝
の
ス
ロ
ー
プ
に

な
っ
て
お
り
、
日
常
は
多
く
の
親
子
連
れ
が
、
そ
り
滑
り

を
し
た
り
、
遊
具
で
遊
ん
だ
り
と
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
屋
外
広
場
は
、
災
害
時
、
津
波
避
難
場
所
と

な
っ
て
お
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
２４
時
間
避
難
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
階
の
物
産
館
や
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
地
元
の
食
材
や
加
工
品
の
品
ぞ
ろ
え
を
多
く
し
、
災

害
時
に
は
避
難
者
へ
物
資
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

三
つ
目
の
施
設
は
、
令
和
６
年
５
月
に
完
成
し
た
鳴
門

市
役
所
本
庁
舎
で
す
。
免
震
、
か
さ
上
げ
、
防
潮
堤
な
ど

の
地
震
・
津
波
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
南
北
に
は
外

階
段
を
設
置
し
、
２
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
前
に
は

仕
切
り
が
開
閉
で
き
る
大
会
議
室
を
設
置
し
て
お
り
、
市

民
の
方
が
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

教
育
現
場
で
の
取
り
組
み

次
に
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み
と
し
て
、
学
校
現
場
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

当
市
で
は
、
各
学
校
の
教
職
員
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
、
令
和
２
年
度
に
「
い
つ
も
と
も
し
も
が
つ
な
が
る
学

校
の
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
市
内
の
全
職
員
に
配
布
さ
れ

て
お
り
、
例
え
ば
、
算
数

や
体
育
の
授
業
で
津
波
の

速
度
を
計
算
し
た
り
、
避

難
場
所
ま
で
マ
ラ
ソ
ン
を

し
た
り
し
て
み
る
な
ど
、

授
業
の
中
に
も
防
災
の
要

素
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
で
は
、

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
ア
イ

デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が

行
わ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
、
防
災
意
識
の
高
揚
に

◆◆◆

つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
自

然
と
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
防
災
人
材
の
育
成
に
も

寄
与
し
て
い
ま
す
。

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

な
お
、
周
知
啓
発
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
特
に
こ
れ

ま
で
防
災
に
関
心
が
な
か
っ
た
方
た
ち
に
も
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
の
考
え
方
を
知
っ
て
も
ら
い
、実
際
に
商
品
を
見
て
、

手
に
取
っ
て
も
ら
う
機
会
の
創
出
や
、
災
害
時
に
連
携
す

る
企
業
や
団
体
と
日
常
か
ら
顔
の
見
え
る
機
会
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

も
開
催
し
、毎
年
多
く
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
が
も
た
ら
す
未
来

災
害
時
に
は
、
様
々
な
社
会
課
題
が
顕
在
化
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
社
会
課
題
の
多
く
は
、
災
害
時
に
新

た
に
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
普
段
の
生
活
の
中

で
な
か
な
か
解
決
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
行
政
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
概
念
が

社
会
に
浸
透
し
、
そ
の
取
り
組
み
が
市
民
の
皆
さ
ん
や
企

業
に
も
広
が
る
こ
と
で
、
日
常
か
ら
の
社
会
課
題
の
解
決

や
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
自
然

と
災
害
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
状
態
を
つ
く
り
出
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
住
み
や
す
く
、
活
気
が
あ
り
、
災
害
に
も
強

い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
官
民
連
携
で
「
備
え
な
い
防
災
」

で
あ
る
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

防災拠点機能を持つ市役所本庁舎

くるくるなるとの屋外広場
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

若
松
区
東
２８
区
市
民
防
災
会

（
福
岡
県
北
九
州
市
）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
驚
き

こ
れ
ま
で
大
き
な
自
然
災
害
を
経
験
し
て
い
な
い
北
九

州
市
。
そ
の
中
で
、
若
松
区
畠
田
地
区
は
東
側
に
岩
尾
山

が
広
が
り
、
約
３
０
０
世
帯
が
暮
ら
す
住
宅
地
だ
。

平
成
２５
年
、
自
治
会
長
と
し
て
地
域
活
動
を
始
め
よ
う

と
し
た
時
、
北
九
州
市
が
発
表
し
た
「
土
砂
災
害
危
険
区

域
」
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
驚
い
た
。
わ
が
町
の
半

分
が
黄
色
に
塗
ら
れ
て
お
り
、
一
部
赤
い
部
分
も
あ
る
。

す
ぐ
に
市
の
危
機
管
理
室
に
、
ど
う
危
険
な
の
か
を
問
い

合
わ
せ
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
公
民
館
で
説
明
会
を
行
い
、

何
回
か
の
防
災
研
修
を
重
ね
た
。

当
時
、
地
区
に
あ
る
市
立
花
房
小
学
校
で
は
児
童
の
避

難
訓
練
に
合
わ
せ
て
校
区
住
民
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
た
。
だ
が
参
加
し
た
の
は
４
人
だ
け
。
道
中
、
参
加
者

の
一
人
の
「
お
楽
し
み
の
行
事
な
ら
自
由
だ
け
れ
ど
、
避

難
訓
練
な
の
だ
か
ら
も
っ
と
参
加
し
な
く
ち
ゃ
ね
」
と
い

う
つ
ぶ
や
き
は
、
私
の
胸
に
グ
サ
ッ
と
刺
さ
っ
た
。

◆◆◆

た
っ
た
６
人
の
防
災
実
行
委
始
動

平
成
２８
年
、
６
人
で
畠
田
防
災
事
業
実
行
委
員
会
を
設

立
し
た
。
４
月
に
は
熊
本
地
震
が
発
生
し
、
す
ぐ
に
募
金

活
動
だ
け
で
な
く
、
現
地
報
告
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、

畠
田
地
区
だ
け
で
避
難
訓
練
を
行
い
１
０
０
人
が
参
加
し

た
。そ

の
年
の
１２
月
、
仙
台
防
災
研
修
に
参
加
し
た
。
東
日

本
大
震
災
の
経
験
談
は
、
地
域
活
動
の
目
標
を
模
索
し
て

い
た
私
の
心
の
迷
い
を
払
拭
す
る
ほ
ど
印
象
的
だ
っ
た
。

そ
の
時
か
ら
「
住
民
の
命
を
守
る
の
が
自
治
会
活
動
」
と

心
に
決
め
、地
域
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

こ
の
頃
、
行
政
か
ら
岩
尾
山
へ
の
治
山
ダ
ム
建
設
の
話

が
あ
っ
た
。
自
然
破
壊
の
問
題
な
ど
地
区
住
民
み
ん
な
で

話
し
合
い
、
国
と
県
の
予
算
で
山
側
に
立
派
な
治
山
ダ
ム

が
で
き
た
。

「
と
ん
で
も
な
い
七
夕
」
が 

大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に

◆◆◆◆◆◆

平
成
２９
年
７
月
、
福
岡
県
朝
倉
地
域
で
豪
雨
災
害
が
発

生
し
、
そ
の
数
日
後
、
畠
田
地
区
も
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

山
か
ら
の
濁
流
が
あ
ふ
れ
、
坂
道
は
川
と
化
し
、
小
さ
な

が
け
崩
れ
や
道
路
冠
水
、
床
下
浸
水
の
家
屋
も
出
た
。
朝

７
時
に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
所
、
ホ
テ
ル
、
親

戚
の
家
な
ど
に
約
２０
名
が
避
難
し
た
。
幸
い
に
も
治
山
ダ

ム
の
お
か
げ
か
大
き
な
被
害
は
な
く
、
全
員
無
事
帰
宅
で

き
た
。

前
年
度
か
ら
始
め
た
避
難
訓
練
は
、
こ
の
年
も
「
一
人

の
逃
げ
遅
れ
も
つ
く
ら
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
た
。

避
難
訓
練
の
振
り
返
り
の
学
習
会
を
予
定
し
て
い
た
が
、

住
民
の
命
を
守
る
自
治
会
活
動

―
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
地
域
づ
く
り
―

古
川　

裕
子

若
松
区
東
２８
区
市
民
防
災
会　

会
長

避難訓練の様子
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急
き
ょ
〝
と
ん
で
も
な
い
七
夕
〟
の
災
害
時
の
振
り
返
り

を
公
民
館
で
行
っ
た
。
動
画
や
写
真
で
そ
の
日
の
様
子
を

参
加
者
み
ん
な
で
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
の
対
応
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
日
ご
ろ
か
ら
非
常
時
の
連

絡
体
制
が
必
要
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
き
な
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

独
自
の
連
絡
網
構
築

こ
う
し
て
畠
田
独
自
の
連
絡
網
の
構
築
に
取
り
掛
か
っ

た
。
話
し
合
い
は
組
単
位
で
行
っ
た
。
向
こ
う
３
軒
両
隣
、

近
く
や
付
き
合
い
の
多
い
世
帯
で
つ
く
る
グ
ル
ー
プ
を
基

本
に
し
た
。
グ
ル
ー
プ
は
３
～
８
世
帯
と
決
め
た
。

防
災
事
業
実
行
委
員
長
か
ら
委
員
へ
、
委
員
か
ら
各
組

の
３
人
の
連
絡
リ
ー
ダ
ー
の
１
人
へ
と
つ
な
が
る
「
緊
急

◆◆◆

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
一
応
完
成
し
た
。

平
成
３０
年
の
避
難
訓
練
は
時
間
を
指
定
せ
ず
、
情
報
伝

達
訓
練
を
行
う
こ
と
を
広
報
紙
で
全
世
帯
に
通
知
。ま
た
、

避
難
訓
練
の
１０
日
ほ
ど
前
に
、
事
前
研
修
と
し
て
連
絡
リ

ー
ダ
ー
の
説
明
会
を
実
施
し
た
。
緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

１
回
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
３９
分
で
２
５
０
人
が
一
時
避
難

所
の
畠
田
２
丁
目
公
園
に
集
合
。
そ
の
日
の
夜
に
振
り
返

り
の
学
習
会
を
公
民
館
で
実
施
し
た
。

緊
急
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
理
由

こ
の
避
難
訓
練
を
機
に
、「
高
齢
者
等
避
難
準
備
情
報
」

が
発
令
さ
れ
た
際
は
緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
い

る
。
電
話
連
絡
を
主
に
し
て
い
る
が
、
隣
戸
ま
で
行
っ
て

戸
を
た
た
く
こ
と
も
あ
る
。

小
さ
い
町
だ
が
災
害
に
対
す
る
意
識
の
温
度
差
は
あ

り
、
い
ち
い
ち
緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
動
す
る
こ
と
に

対
す
る
不
満
も
聞
か
れ
た
。
昨
今
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
も
危
険
を
察
知
で
き
る
が
、
い
ち
早
く
避
難
す
べ
き

高
齢
者
や
障
が
い
を
持
っ
た
人
に
本
当
に
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
疑
問
だ
っ
た
の
で
、全
世
帯
に
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

さ
ら
に
、
い
く
ら
危
険
を
知
ら
さ
れ
て
も
、
避
難
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
誤
っ
て
い
る
人
に
正
し
い
判
断
を
し
て
ほ
し
い

た
め
で
も
あ
る
。
ま
た
、
災
害
時
の
安
否
確
認
に
も
役
立

つ
と
考
え
て
い
る
。

緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
名
簿
は
各
組
の
協
力
で
毎
年
更

新
し
て
い
る
。

「
防
災
訓
練
シ
ー
ト
」
は
回
収
率
９０
％
以
上

コ
ロ
ナ
禍
に
は
、
避
難
訓
練
で
集
合
す
る
こ
と
は
避
け

◆◆◆◆◆◆

た
が
、
緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
情
報
伝
達
訓
練
は
続
け

た
。ま

た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
の
「
防
災
訓
練
シ
ー
ト
」
は

毎
年
提
出
を
基
本
と
し
て
い
る
。
家
族
で
防
災
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
か
、
避
難
グ
ッ
ズ
を
準
備
し
て
い
る
か
、
そ

の
点
検
は
し
た
か
、
循
環
備
蓄
を
し
て
い
る
か
な
ど
を
書

き
込
む
様
式
に
な
っ
て
い
る
。
防
災
訓
練
シ
ー
ト
は
避
難

訓
練
時
に
提
出
す
る
が
、
当
日
参
加
で
き
な
い
時
は
そ
の

前
後
に
提
出
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
毎
年
、
そ
の
回

収
率
は
９０
％
以
上
で
、
９７
％
だ
っ
た
年
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と

令
和
５
年
度
、避
難
訓
練
後
の
振
り
返
り
学
習
会
で「
地

震
に
対
応
し
た
防
災
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見

が
出
た
。
福
智
山
断
層
か
ら
続
く
頓
田
断
層
が
地
域
の
す

ぐ
近
く
に
あ
る
。
日
ご
ろ
か
ら
家
具
等
の
倒
壊
防
止
策
や

地
震
直
後
の
命
の
守
り
方
は
伝
え
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

徹
底
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
「
ど
う
逃
げ
る
か
」
に
重

点
を
置
い
た
防
災
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
地
震
多

発
の
現
状
を
考
え
、
こ
れ
か
ら
は
避
難
所
生
活
を
ど
う
乗

り
切
る
か
を
も
う
一
つ
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
よ
り
広
域
な
地
域
で
も
、
畠
田
と
同
じ
よ
う
な

防
災
体
制
が
取
れ
な
い
か
、
現
在
模
索
し
な
が
ら
研
修
を

重
ね
て
い
る
。

畠
田
で
の
防
災
事
業
は
、
日
々
の
地
域
活
動
が
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。
日
ご
ろ
か
ら
様
々
な
機
会
に
誰
も
が
顔
を

出
し
、
一
人
で
も
多
く
顔
見
知
り
に
な
り
、
い
ざ
と
い
う

時
助
け
合
う
き
ず
な
を
築
く
。
こ
れ
か
ら
も
毎
年
防
災
訓

練
を
継
続
し
、
緊
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
か
さ
れ
「
一
人

の
犠
牲
者
も
だ
さ
な
い
」目
標
を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
。

◆◆◆

避難訓練後の振り返り学習会
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

一
般
社
団
法
人

九
州
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
福
岡
県
北
九
州
市
）

多
機
関
連
携
で
の
訓
練

北
九
州
市
小
倉
南
区
の
横
代
校
区
は
、
区
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
南
部
の
一
部
に
山
地
が
あ
り
、
北
部
に
は
竹

馬
川
が
な
が
れ
て
い
る
も
の
の
、
過
去
に
大
き
な
災
害
が

発
生
し
て
い
な
い
地
域
で
す
。
そ
の
た
め
決
し
て
防
災
意

識
は
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
校
区
内
に
１
小
学
校
１
中

学
校
が
あ
り
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
、
子
供
た
ち
を
見

守
り
、
育
ん
で
い
る
の
が
強
み
の
地
域
で
す
。

こ
こ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
よ
こ
し
ろ
防
災
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
は
横
代
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
横
代
小
学
校
、

横
代
中
学
校
、
横
代
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
横
代
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
連
携
し
て
実
施
す
る
防
災
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
機
関
、
社

会
福
祉
団
体
、
大
学
生
が
講
師
・
ス
タ
ッ
フ
等
で
携
わ
っ

て
い
る
多
機
関
連
携
の
防
災
訓
練
で
す
。

訓
練
は
年
１
回
、
毎
年
５
月
末
～
６
月
初
旬
の
土
曜
日

午
前
中
に
実
施
さ
れ
、
小
中
学
生
約
１
０
０
０
名
、
地
域

住
民
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
生
等
ス
タ
ッ
フ
約
３
０
０
名

◆◆◆

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

身
を
守
る
技
術
を
子
供
た
ち
に

横
代
校
区
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害
を
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
防
災
の
取
り
組
み
に
は

積
極
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
横
代
の
子
供
た
ち
に
、「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
育
て
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
保
護
者
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
小
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
合
同
で
防
災
訓
練
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
平

成
２５
年
６
月
８
日
に
第
１
回
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

横
代
校
区
に
は
直
面
し
て
い
る
災
害
危
機
が
少
な
い
の

で
、
想
定
さ
れ
る
災
害
に
対
応
す
る
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

組
み
に
く
い
状
況
で
す
。「
横
代
の
子
供
た
ち
は
成
長
す

れ
ば
進
学
や
就
職
で
、他
都
市
で
生
活
す
る
こ
と
も
あ
る
。

特
に
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
被

害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
地
域
に
居
住
す
る
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
ま
た
横
代
に
残
る
子
供
た
ち
は
将
来
の
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
災
害
に
備
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
そ

◆◆◆

の
た
め
に
、
地
震
や
水
害
に
対
す
る
基
礎
的
な
知
識
、
ス

キ
ル
を
子
供
た
ち
に
身
に
着
け
さ
せ
る
こ
と
を
実
施
し
て

い
く
」
と
い
う
基
本
方
針
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
行
い

ま
し
た
。

住
民
主
導
に
変
更

横
代
校
区
は
こ
れ
ま
で
も
地
域
と
小
中
学
校
の
つ
な
が

り
が
強
く
、
地
域
全
体
で
子
供
た
ち
を
守
り
育
む
環
境
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
子
供
た
ち
の
防
災
教
育
を
通
し
て

子
供
の
教
育
の
た
め
に
地
域
の
大
人
が
協
力
す
る
仕
組
み

を
作
り
、
防
災
教
育
を
一
緒
に
体
験
し
な
が
ら
大
人
に
学

ん
で
も
ら
う
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、「
よ
こ
し
ろ
防
災
チ

ャ
レ
ン
ジ
」
を
主
要
な
防
災
訓
練
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
よ
こ
し
ろ
防
災
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
は
小
中
学
生
の
防
災
教
育
中
心
に
地
域
が
協
力
す

る
体
制
で
し
た
が
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要

な
訓
練
で
あ
る
こ
と
の
理
解
が
進
み
、
平
成
３０
年
か
ら
地

域
住
民
主
導
の
運
営
体
制
に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
訓

練
の
目
的
を
改
め
て
関
係
者
で
協
議
し
、「
横
代
校
区
か

ら
自
然
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

１　

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

２　

み
ん
な
の
命
を
み
ん
な
で
守
る

３　

で
き
る
人
が
で
き
る
事
を
で
き
る
範
囲
で
や
る

「
や
り
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
進
化

小
中
学
生
も
地
域
住
民
の
一
員
で
す
。
地
域
住
民
に
対

す
る
防
災
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
そ
の
世
代
全
員
が
参

◆◆◆◆◆◆

校
区
全
体
で
取
り
組
む
防
災
体
験
学
習

―
地
域
に
根
付
い
た
「
よ
こ
し
ろ
防
災
チ
ャ
レ
ン
ジ
」―

藤
澤　

健
児

一
般
社
団
法
人
九
州
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表
理
事

21 2025・6月号 地域づくり 2025・6月号地域づくり 20

8



特 集

加
し
て
訓
練
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
が
、
学
校
に

お
け
る
防
災
教
育
で
あ
れ
ば
そ
の
世
代
全
員
に
対
し
て
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
地

域
住
民
の
防
災
力
向
上
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
点
で

す
。ま

た
訓
練
開
始
時
は
、
自
分
た
ち
で
「
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
で
し
た
が
、
回
数
を
重
ね
る
段
階
で
、
訓
練
の
目

的
に
対
す
る
地
域
に
お
け
る
関
係
者
の
理
解
お
よ
び
横
代

校
区
外
部
の
団
体
の
協
力
が
進
み
、「
や
り
た
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
で
き
る
よ
う
に
進
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
現
在

の
実
施
内
容
は
、
避
難
訓
練
、
避
難
所
体
験
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
）
な
ど
で
す
。

災
害
後
の
被
災
地
復
旧
・
復
興
活
動
に
お
い
て
、
い
か

に
外
部
の
支
援
力
を
被
災
地
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る

か
、
地
域
に
「
受
援
力
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

受
援
力
を
高
め
る
こ
と
の
第
一
歩
は
、
平
時
か
ら
の
様
々

な
外
部
団
体
と
連
携
し
た
防
災
の
取
り
組
み
で
す
。
こ
の

点
に
お
い
て
も
、
よ
こ
し
ろ
防
災
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
受
援
力

の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

防
災
教
育
を
地
域
の
文
化
に

「
１０
年
た
て
ば
子
供
は
大
人
に
な
り
、
大
人
は
親
と
な

◆◆◆

る
」。
災
害
に
直
結
す
る
よ
う
な
危
険
が
な
い
地
域
に
お

い
て
は
、
子
供
時
代
の
防
災
教
育
を
通
し
て
防
災
リ
テ
ラ

シ
ー
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
そ
の
防

災
教
育
を
地
域
の
文
化
と
し
て
育
て
て
い
く
こ
と
が
地

域
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。よ

こ
し
ろ
防
災
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
令
和
６
年
に
１０
回
目
の

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時
運
営
側
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
た
社
会
人
、
大
学
生
の
３
人
は
、
こ
れ
ま

で
の
訓
練
に
児
童
生
徒
と
し
て
参
加
し
た
卒
業
生
で
あ

り
、
世
代
を
つ
な
ぐ
人
材
育
成
の
成
果
も
表
れ
て
き
て
い

ま
す
。

テント設営を学ぶ「めざせテントマスター」

防災チャレンジの閉会式

防災まち歩き「ブラヨコシロ」

21 2025・6月号 地域づくり 2025・6月号地域づくり 20



特 集

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ソ
ナ
エ
ト
コ

（
熊
本
県
熊
本
市
）

は
じ
ま
り
は
パ
パ
友

こ
の
春
、
長
女
は
大
学
、
長
男
は
高
校
へ
、
そ
れ
ぞ
れ

入
学
し
ま
し
た
。
私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
入
学
式
や
卒
業

式
と
い
え
ば
母
親
が
参
加
。
父
親
が
参
加
す
る
家
庭
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
親
と
な
り
参
加
し
た
入

学
式
に
は
、
父
親
の
参
加
は
自
然
な
風
景
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

長
女
が
３
歳
の
頃
、
父
親
の
育
児
参
加
を
促
す
イ
ベ
ン

ト
が
、
数
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
を
連
れ
た

父
親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
難
し
く
、
パ
パ
友

に
つ
な
が
る
よ
う
な
交
流
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
熊
本
県
子
ど
も
劇
場
連
絡
会
が
主
催
す

る
「
パ
パ
と
あ
そ
ぼ
う
！
」
と
い
う
活
動
が
あ
り
、
子
ど

も
を
あ
そ
ば
せ
る
の
で
は
な
く
、
父
と
子
が
あ
そ
び
合
い

を
楽
し
む
時
間
を
と
の
呼
び
か
け
に
強
く
共
感
し
ま
し

た
。
父
親
同
士
、
子
ど
も
時
代
の
あ
そ
び
心
が
刺
激
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
、
本
気
の
あ
そ
び
を
通
し
て
仲
間
と
い

え
る
関
係
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。

◆◆◆

会
話
か
ら
生
ま
れ
た
共
通
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

次
第
に
、
同
じ
世
代
の
子
を
持
つ
父
親
が
集
ま
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
楽
し
い
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
集
ま
る
た
び
に
会
話
が
深
ま
り
、
子
ど
も
の
未
来

や
子
ど
も
が
生
き
る
社
会
に
つ
い
て
話
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

様
々
な
話
を
し
て
い
て
も
、
最
終
的
に
た
ど
り
着
く
内

容
は
「
子
ど
も
た
ち
が
、
予
測
不
能
な
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力
は
何
か
」
で
し
た
。
親

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
支
え
き
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
、
自
分
の
力
で
生
き
抜
く
た
め
の
力
を
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
を
考
え

合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
見
え
て
き
た
の
が
「
防
災
」
で
し
た
。
災
害
時
、

幼
少
期
に
お
い
て
は
誰
か
の
助
け
を
必
要
と
し
ま
す
。
次

第
に
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
自
分
自
身
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
は
誰
か
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
成
長
過
程
の
土
台
と
な
る
部

◆◆◆

分
を
育
て
る
活
動
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

あ
そ
び
か
ら
は
じ
ま
る
防
災

活
動
に
あ
た
っ
て
団
体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
団
体
名

は
「
ソ
ナ
エ
ト
コ
」。「
備
え
と
子
ど
も
」「
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
と
い
う
呼
び
か
け
」、
こ
の
二
つ
の
意
味
を
込

め
ま
し
た
。

あ
そ
び
を
通
し
て
集
ま
っ
た
父
親
で
す
か
ら
、
活
動
内

容
は
「
あ
そ
び
」
が
中
心
で
す
。
目
指
す
は
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
あ
そ
び
に
夢
中
に
な

っ
て
い
る
間
に
、
気
が
付
い
た
ら
自
分
の
命
を
守
る
ス
キ

ル
や
力
が
身
に
つ
い
て
い
た
ら
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
若
い
世
代
が
増
え
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
そ
う
願
っ

て
「
あ
そ
び
＋
防
災
＝
あ
そ
ぼ
う
さ
い
」
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

最
初
に
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は「
ぼ
う
さ
い
忍
者
修
行
！
」

で
す
。
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
表
現
あ
そ
び
集
団
ア
フ

タ
フ
・
バ
ー
バ
ン
が
教
え
て
く
れ
た
忍
者
修
行
で
し
た
。

防
災
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
内
容
を
「
修
行
」
と

し
て
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
例
え
ば
、
公
民
館
全
体
を

忍
者
屋
敷
と
呼
び
、
研
修
室
を
教
室
と
見
立
て
て
授
業
中

に
地
震
が
あ
っ
た
と
き
の
命
の
守
り
方
、
調
理
室
で
は
キ

ッ
チ
ン
で
起
こ
る
危
険
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
対
応
で
き

る
行
動
を
考
え
、
ホ
ー
ル
で
は
避
難
所
で
過
ご
す
た
め
に

持
参
し
た
い
も
の
は
何
か
を
親
子
で
考
え
合
い
、
非
常
持

ち
出
し
袋
を
整
え
ま
す
。

防
災
を
日
常
の
あ
そ
び
に
変
身
さ
せ
る
こ
と
で
、
親
子

は
主
体
的
に
関
わ
り
、
自
分
た
ち
の
中
に
答
え
を
見
つ
け

出
し
ま
す
。

◆◆◆

守
り
た
い
命
が
育
て
る
防
災
活
動

―
父
と
子
で
「
あ
そ
ぼ
う
さ
い
」―

水
野　

直
樹

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ソ
ナ
エ
ト
コ
理
事
長
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子
ど
も
の
成
長
が
活
動
を
広
げ
る

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
活
動
内
容
も
成
長

し
て
い
ま
す
。

小
学
校
卒
業
を
機
に
「
ラ
ン
ド
セ
ル
に
家
族
の
安
心

を
！
」
と
い
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
登
下
校
を
６
年
間
見
守
っ
て
く
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
。
思

い
出
が
詰
ま
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
を
守

る
非
常
持
ち
出
し
ラ
ン
ド
セ
ル
と
し
て
、
大
切
に
使
う
の

で
す
。
ま
た
ラ
ン
ド
セ
ル
自
体
に
注
目
す
る
と
、
重
い
教

科
書
を
１
年
生
で
も
毎
日
背
負
う
こ
と
が
で
き
る
設
計
で

あ
り
、
と
て
も
頑
丈
で
す
。
災
害
時
の
重
い
も
の
の
一
つ

が
飲
料
水
で
す
。
４５
リ
ッ
ト
ル
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
水
を
入

れ
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
入
れ
た
ら
給
水
カ
バ
ン
に
変
身
し
ま

す
。
こ
れ
は
忍
者
修
行
で
も
あ
り
ま
す
。
忍
者
は
変
身
が

得
意
で
す
。
重
い
荷
物
を
運
べ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
。
水
に
強

い
ビ
ニ
ー
ル
袋
。
良
い
点
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
災
害
時

に
役
に
立
つ
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。こ
の
工
夫
す
る
力
が
、

災
害
時
に
命
を
つ
な
ぐ
力
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

◆◆◆

で
は
良
い
点
を
見
つ
け
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で

し
ょ
う
か
。
答
え
は
、
良
い
点
を
見
つ
け
る
力
を
つ
け
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
と
友
だ
ち
の
良
い
と

こ
ろ
を
発
見
し
、
ク
ラ
ス
、
部
活
、
学
校
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
気
付
き
に
つ
な

が
り
、
日
常
の
暮
ら
し
と
防
災
が
つ
な
が
り
ま
す
。

長
女
の
高
校
在
学
中
に
考
え
つ
い
た
の
は
、
高
校
生
に

防
災
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
者
と
し
て
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
最
近
の
高
校
生
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が

高
い
よ
う
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
が
あ
る
高
校
も
あ
り

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
で
責
任

感
を
持
ち
、
ブ
ー
ス
を
運
営
す
る
こ
と
で
防
災
の
知
識
や

ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
初
は
証
明
書
目
的

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
関
わ
る
こ
と
が
入
り
口
と
な
り
、

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
結
果
的
に
無
関
心
層
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
思
い
出
、
学
校
の
単

位
、
防
災
と
は
関
係
な
さ
そ
う
な
こ
と
を
防
災
と
結
び
つ

け
る
こ
と
が
、
関
心
層
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、
目
の
前
に
い
る

子
ど
も
た
ち
。
そ
の
命
を
守
り
た
い
と
願
う
気
持
ち
が
、

活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

原
点
は
生
き
て
欲
し
い
と
い
う
願
い

「
守
り
た
い
命
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
我
々
ソ
ナ
エ
ト

コ
の
活
動
が
始
ま
り
、
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
守
り

た
い
命
は
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
う
に
力
強
く
成
長
も
し
ま

す
が
、
親
に
視
点
を
変
え
る
と
衰
え
て
い
る
存
在
も
あ
り

ま
す
。
家
族
は
地
域
に
お
け
る
最
小
の
構
成
単
位
。
時
間

の
経
過
と
と
も
に
変
化
す
る
守
り
た
い
命
の
存
在
を
見
つ

め
、ど
う
守
る
か
を
考
え
ら
れ
る
家
族
が
増
え
る
こ
と
が
、

防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
と
信
じ
、
活
動

し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

広場で地震がきたらどうする？

子どもたちが中身を考えた
非常持ち出しランドセル

忍者に変身！
学校の中の危険なところを探しだそう

学生の指導による「72時間どう生きる⁉サバイバー養成塾」
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４４
・
０
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
退
団
者
数
に
つ
い

て
は
３
年
ぶ
り
に
減
少
と
な
り
ま
し
た
。（
図
１
参
照
）

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
向
け
た 

さ
ら
な
る
取
り
組
み

（
１
）
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
の
推
進

○
報
酬
等
の
処
遇
改
善

消
防
団
員
の
報
酬
等
に
つ
い
て
、消
防
庁
に
お
い
て「
非

常
勤
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
」（
以
下
「
基
準
」）
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
基
準
で
は
、
消
防
団
員
へ
の
報
酬
は

年
額
報
酬
と
出
動
報
酬
の
２
種
類
と
し
、年
額
報
酬
は「
団

員
」
階
級
の
者
に
つ
い
て
は
３
万
６
５
０
０
円
、
出
動
報

酬
は
災
害
時
１
日
当
た
り
８
０
０
０
円
を
標
準
額
と
す
る

こ
と
や
、
報
酬
等
は
消
防
団
員
個
人
に
対
し
、
活
動
記
録

等
に
基
づ
い
て
市
町
村
か
ら
直
接
支
給
す
る
こ
と
な
ど
を

定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、「
団
員
」
階
級
の
年
額
報

酬
に
お
い
て
基
準
を
満
た
す
市
町
村
が
令
和
４
年
４
月
１

日
は
６９
・
１
％
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
令
和
６
年
４
月
１
日
に

は
９０
・
５
％
ま
で
増
加
し
、
着
実
に
改
善
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

○
退
職
報
償
金
の
勤
務
年
数
「
３５
年
以
上
」
区
分
の
導
入

退
職
報
償
金
は
、
市
町
村
が
、
消
防
団
員
が
退
職
し
た

際
に
そ
の
労
苦
に
報
い
る
た
め
、
慰
労
金
の
性
格
と
し
て

団
員
の
階
級
お
よ
び
勤
務
年
数
に
応
じ
、
条
例
に
よ
り
支

給
し
て
い
ま
す
。消
防
団
員
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
中
、

地
域
防
災
力
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
入
団
促
進
の
み
な

ら
ず
、
既
に
在
籍
し
て
い
る
消
防
団
員
に
で
き
る
限
り
長

く
在
籍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
、
勤
務
年
数

◆◆◆

は
じ
め
に

総
務
省
消
防
庁
に
お
い
て
は
、
平
成
２５
年
に
制
定
さ
れ

た
「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に

関
す
る
法
律
」（
平
成
２５
年
法
律
第
１
１
０
号
）
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
等
の
連
携
・
協
力

を
通
じ
て
様
々
な
施
策
に
取
り
組
み
、
地
域
防
災
を
担
う

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
等
の
充
実
強
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
等
に
お
い
て
、
消
防
団
は
、

自
ら
も
被
災
し
な
が
ら
、
発
災
直
後
か
ら
避
難
の
呼
び
か

け
や
、
消
防
隊
と
連
携
し
た
消
火
・
救
助
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
な
ど
の
活
動
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
大
規
模
災
害
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
地

域
に
密
着
し
た
消
防
団
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
等
の
力
が

重
要
に
な
る
中
、
依
然
と
し
て
減
少
が
続
く
消
防
団
員
の

確
保
や
消
防
団
の
災
害
対
応
能
力
の
強
化
、
自
主
防
災
組

織
等
の
活
性
化
等
に
よ
り
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
消
防
庁
で
は
、「
消
防
団
を

◆◆◆

中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
向
け
た
取
組
事

項
に
つ
い
て
」（
令
和
７
年
１
月
３１
日
付
消
防
庁
長
官
通
知
）

を
各
都
道
府
県
お
よ
び
各
市
町
村
に
発
出
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
消
防
団
お
よ
び

自
主
防
災
組
織
等
に
お
け
る
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に

つ
な
が
る
施
策
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、

本
項
に
お
い
て
は
主
な
地
域
防
災
施
策
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

消
防
団
の
現
状

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
の
消
防
団
員
数
は
７４
万
６
６

８
１
人
で
あ
り
、
前
年
に
比
べ
１
万
５
９
８
９
人
減
少
し

て
い
ま
す
。
消
防
団
員
数
は
依
然
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方

で
、
入
団
者
数
に
つ
い
て
は
、
入
団
促
進
に
向
け
て
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
女
性
消
防
団
員
や
機
能
別
消
防
団

員
の
増
加
等
に
伴
い
、
２
年
連
続
で
増
え
て
い
ま
す
。
年

齢
階
層
別
に
入
団
者
数
を
み
る
と
、若
年
層
に
つ
い
て
は
、

２
年
連
続
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
消
防
団
員
の

平
均
年
齢
は
毎
年
少
し
ず
つ
上
昇
し
て
お
り
、
令
和
６
年

４
月
１
日
現
在
、
前
年
に
比
べ
０
・
４
歳
上
昇
し
、
平
均

◆◆◆

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

総
務
省
消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
防
災
課
地
域
防
災
室

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
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「
３０
年
」
区
分
で
頭
打
ち
と
な
っ
て
い
た
退
職
報
償
金
制

度
に
、
新
た
に
「
３５
年
以
上
」
区
分
を
導
入
し
、
消
防
団

員
の
さ
ら
な
る
処
遇
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
消
防
団
員
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

○
消
防
団
入
団
促
進
広
報
の
実
施

女
性
や
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
住
民
の
消
防
団

へ
の
入
団
を
促
進
す
る
た
め
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
女
性
へ
の
周
知
に
重
点
を
置
い
た
ポ

ス
タ
ー
・
Ｐ
Ｒ
動
画
等
の
広
報
ツ
ー
ル
や
、
若
者
が
触
れ

る
機
会
の
多
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
全
国
的
な
広
報
活
動

を
実
施
す
る
ほ
か
、
全
国
の
商
業
施
設
等
で
入
団
促
進
イ

ベ
ン
ト
等
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
１
参
照
）。

図１　消防団員数の現状

写真１　令和６年入団促進イベント
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○
「
消
防
団
員
の
確
保
に
向
け
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成

女
性
や
若
年
層
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
住
民
の
入
団

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
消
防
団

員
の
確
保
や
負
担
軽
減
な
ど
、
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る

ノ
ウ
ハ
ウ
等
が
記
載
さ
れ
た
「
消
防
団
員
の
確
保
に
向
け

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
令
和
６
年
度
に
作
成
し
ま
し
た
。

様
々
な
業
種
・
世
代
と
の
交
流
や
地
域
へ
の
貢
献
、
防

災
に
関
す
る
知
識
・
ス
キ
ル
が
習
得
で
き
る
と
い
っ
た
消

防
団
の
魅
力
を
明
確
化
し
、
機
能
別
消
防
団
員
制
度
等
の

活
用
や
、
企
業
等
と
の
連
携
を
通
じ
た
新
規
消
防
団
員
確

保
に
向
け
た
働
き
掛
け
、
女
性
・
若
年
層
が
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
等
に
つ
い
て
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
優
良
事
例
の
横
展
開
を
図
る
こ
と
で
、
消
防
団
の
さ

ら
な
る
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
消
防
団
の
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
等
を
踏
ま
え
、
消
防
団
に
求

め
ら
れ
る
役
割
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
全
消
防
団

員
に
占
め
る
被
用
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
消
防
団
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、

消
防
団
の
運
営
に
当
た
り
、
消
防
団
内
部
で
の
幅
広
い
意

見
交
換
や
、
市
町
村
・
地
域
住
民
と
の
連
携
が
よ
り
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
消
防
庁
で
は
、
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し

た
消
防
団
運
営
の
普
及
・
促
進
に
向
け
、
令
和
４
年
度
か

ら
「
消
防
団
の
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今

後
は
、
特
に
、
能
登
半
島
地
震
等
を
踏
ま
え
た
消
防

団
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
や
女
性
が

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
重
点

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
本
事
業
を
活
用
し
て

実
施
さ
れ
た
各
地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み
は
、
優
良
事

例
と
し
て
横
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
装
備
等
の
充
実

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強き

ょ
う
じ
ん靱

化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急

対
策
」（
平
成
３０
年
１２
月
１４
日
閣
議
決
定
）
に
引
き
続
き
、

令
和
２
年
１２
月
１１
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
と
し
て
、

消
防
団
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
消
防
団

設
備
整
備
費
補
助
金
お
よ
び
救
助
用
資
機
材
等
を
搭
載
し

た
消
防
車
両
の
無
償
貸
付
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
般
の
能
登
半
島
地
震
等
を
踏
ま
え
、
消
防
団
の
災
害

対
応
能
力
の
一
層
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
大
規
模
災

害
等
に
備
え
た
消
防
団
の
装
備
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
を
含
め
、
全
て
の

消
防
団
員
が
比
較
的
容
易
に
取
り
扱
え
る
小
型
・
軽
量
化

さ
れ
た
救
助
用
資
機
材
等
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
消
防
団
の
車
両
や
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
等
の
資
機

材
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
員
の
安
全
を
確
保
し
、
迅
速
か

つ
効
果
的
な
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
維
持

管
理
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
即
時
使
用
で
き
る
状
態

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
定
期
的
な
点
検
整
備
を
促
す
と

と
も
に
、
計
画
的
な
更
新
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
促
進

災
害
時
に
現
場
に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
消
火
、
救
助
、

避
難
誘
導
等
の
活
動
に
従
事
す
る
消
防
団
の
災
害
対
応
能

力
の
向
上
を
図
る
上
で
は
、
迅
速
な
情
報
収
集
を
可
能
と

す
る
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
が
有
用
で
あ
る
一
方
、
ド
ロ
ー
ン

の
操
縦
技
術
を
習
得
し
て
い
る
団
員
が
少
な
い
状
況
で

す
。
こ
の
た
め
、
消
防
学
校
等
に
講
師
を
派
遣
し
、
消
防

団
員
に
対
す
る
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
講
習
お
よ
び
ド
ロ
ー
ン

か
ら
伝
達
さ
れ
た
映
像
情
報
を
元
に
し
た
災
害
対
応
講
習

を
実
施
す
る
「
消
防
団
災
害
対
応
高
度
化
推
進
事
業
」
を

令
和
５
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
未
実
施
だ
っ
た
府
県
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
か
ら
は
、
消
防
団
員
の
一
等
お
よ

び
二
等
無
人
航
空
機
操
縦
者
技
能
証
明
の
取
得
に
係
る
経

費
に
つ
い
て
、
新
た
に
特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
こ
と

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

消
防
団
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
、
若
年
層
の
消

防
団
に
対
す
る
関
心
を
醸
成
し
、
入
団
促
進
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
団
員
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
そ
の
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
等
の
活
性
化
に
向
け
た

さ
ら
な
る
取
り
組
み

○
自
主
防
災
組
織
等
の
活
性
化
推
進
事
業

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
継
続
し
て
き
た
防
災

訓
練
が
功
を
奏
し
、
地
区
の
住
民
全
員
が
避
難
し
津
波
か

ら
逃
れ
ら
れ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
地

域
の
安
全
・
安
心
を
十
分
に
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、

自
主
防
災
組
織
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
・
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

等
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、消
防
庁
で
は
、

地
方
公
共
団
体
が
行
う
自
主
防
災
組
織
等
を
活
性
化
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
「
自
主
防
災
組
織
等
の
活

性
化
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
特
に
、
女
性
の
視
点
を
反
映
さ
せ
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
重
点
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
本

◆◆◆
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○
防
災
意
識
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

災
害
の
被
災
地
で
活
動
し
た
市
町
村
職
員
、
消
防
職
団

員
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
、
自
主
防
災
組
織
の
方
々
お
よ

び
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
受
賞
団
体
を
「
語
り
部
」

と
し
て
、
各
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
講
演
会
等

へ
派
遣
し
、
講
演
を
行
う
「
防
災
意
識
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
、
１
３
１
の

市
町
村
へ
語
り
部
を
派
遣
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
も
引

き
続
き
、
語
り
部
の
派
遣
を
行
う
こ
と
で
、
市
町
村
の
災

害
対
応
能
力
の
強
化
や
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
さ
ら
な

る
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞

「
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
契
機
に
平
成
８
年
度
に
創
設
し
、
令
和
６
年
度
で
２９
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
団
体
・
組
織
等
、

多
様
な
主
体
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る
優
れ
た
取
り
組
み

や
、
防
災
・
減
災
、
防
火
対
策
に
関
す
る
幅
広
い
視
点
か

ら
の
効
果
的
な
取
り
組
み
を
表
彰
し
、
広
く
全
国
に
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
災
害
に
強
い
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
一
層
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
全
国
各
地
か
ら
１
３
５
事
例
の
応
募
が

あ
り
、
他
の
地
域
の
模
範
と
な
る
優
れ
た
２０
事
例
を
表
彰

し
ま
し
た
。

○
地
域
防
災
力
充
実
強
化
推
進
事
業

地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
消
防
本

部
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
は
も
と
よ
り
、
消
防
団
、
自
主

防
災
組
織
、
事
業
者
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
、
多
様
な
活
動
主
体
が
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む

事
業
を
活
用
し
て
実
施
さ
れ
た
各
地
方
公
共
団
体
の
取
り

組
み
は
、
優
良
事
例
と
し
て
全
国
に
横
展
開
を
図
っ
て
い

ま
す
（
写
真
２
、
３
参
照
）。

○
自
主
防
災
組
織
等
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
支
援
事
業

令
和
元
年
度
の
「
自
主
防
災
組
織
等
の
地
域
防
災
の
人

材
育
成
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
作
成
し
た
自
主
防

災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
係
る
研
修
教
材
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
よ
り
研
修
教
材
の
活
用
方
法

を
伝
え
る
た
め
の
地
方
公
共
団
体
向
け
の
研
修
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
研
修
会
を
受
講
し
た
地
方
公
共
団
体
の

担
当
者
等
が
「
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
」
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
自
主
防
災
組
織
等
の
活
動
の
中
心
と
な
る
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
消
防
庁
で
は
、
令
和
７
年

度
よ
り
、
地
域
防
災
力
充
実
強
化
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

理
解
を
促
進
す
る
地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
「
地
域
防
災
力
充
実
強
化
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
の
異
な
る
主
体
が
主
体
的
に
携
わ
る

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
特
に
女
性
や
若
者
な
ど
幅

広
い
層
の
地
域
住
民
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
工
夫
を

凝
ら
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

消
防
庁
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に

向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

発
生
が
危
惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
は
じ
め
と

す
る
大
規
模
災
害
等
に
備
え
た
消
防
・
防
災
体
制
の
強
化

が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
地
域
防
災
力
の
中

核
を
担
う
消
防
団
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
等
の
さ
ら
な
る

充
実
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

【総務省消防庁ウェブサイト】
https://www.fdma.go.jp/
【消防団オフィシャルウェブサイト】
https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan/

写真３　避難所開設訓練の様子
（令和６年度：愛媛県松山市提供）

写真２　防災連絡協議会設立の様子
（令和６年度：東京都多摩市提供）

27 2025・6月号 地域づくり 2025・6月号地域づくり 26

特 集



TOPICS
トピックス農

家
は
毎
年
１
年
生
？

高
知
県
は
、
温
暖
な
気
候
と
豊
富
な
日

射
量
を
生
か
し
て
、
狭
い
面
積
で
あ
っ
て

も
収
益
が
上
が
る
施
設
園
芸
が
盛
ん
だ
。

ナ
ス
や
ニ
ラ
な
ど
生
産
量
日
本
一
の
品
目

や
ミ
ョ
ウ
ガ
や
文ブ

ン

旦タ
ン

な
ど
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
品
目
も
多
い
。特
に
野
菜
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
周
年
で
生
産
・
出
荷
で
き
る
体
制
を

構
築
し
て
お
り
、
面
積
当
た
り
の
収
量
で

比
較
す
る
と
、
ど
の
品
目
に
お
い
て
も
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
そ
の
生
産
を
支
え
て
き
た

の
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
長
年
培
っ
て
き

た
「
匠た

く
み

の
技
」
だ
が
、「
経
験
と
勘
」
に

頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
デ
ー
タ
等
に
よ

っ
て
可
視
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
①
後

継
者
や
新
規
就
農
者
に
、
な
か
な
か
技
術

を
承
継
で
き
な
い
②
栽
培
管
理
で
何
ら
か

の
失
敗
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
原
因
が

わ
か
ら
な
い
―
―
等
の
課
題
が
あ
り
、
毎

年
同
じ
よ
う
な
失
敗
を
繰
り
返
し
て
し
ま

う
方
も
多
い
こ
と
か
ら
、「
農
家
は
毎
年

１
年
生
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
農
業
に
学
ぶ

そ
ん
な
中
、
高
知
県
で
は
、
世
界
一
の

施
設
園
芸
国
と
呼
ば
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
・
ウ

ェ
ス
ト
ラ
ン
ト
の
最
先
端
の
農
業
を
学
ぶ

た
め
、
２
０
０
９
年
に
「
友
好
園
芸
農
業

協
定
」
を
締
結
し
、研
究
員
の
派
遣
研
修
、

農
大
生
の
学
生
交
流
、
農
家
や
指
導
員
の

視
察
研
修
等
を
継
続
し
て
実
施
し
て
き

た
。
そ
れ
ら
の
技
術
交
流
の
中
で
、
オ
ラ

ン
ダ
で
は
以
前
か
ら
作
物
の
生
育
に
必
要

な
様
々
な
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
栽
培
管
理

の
最
適
化
を
図
り
、
日
本
の
２
～
３
倍
も

の
生
産
効
率
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
を
学

ん
だ
。

そ
こ
で
、
２
０
１
１
年
か
ら
ハ
ウ
ス
内
の

環
境
デ
ー
タ
（
温
度
、
湿
度
、
二
酸
化
炭

素
濃
度
、
日
射
量
）
等
を
測
定
し
、
栽
培

管
理
を
最
適
化
し
て
い
く
試
験
を
開
始
。

２
０
１
３
年
か
ら
は
、
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン

な
ど
主
要
な
野
菜
品
目
に
つ
い
て
、
各
産

地
の
現
場
ハ
ウ
ス
で
の
実
証
試
験
を
５
年

間
継
続
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の

品
目
に
お
い
て
も
、
収
量
が
５
～
４０
％
程

度
高
ま
る
成
果
が
得
ら
れ
た
。〈
図
１
〉

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
ハ
ウ
ス
内
の
栽
培

環
境
を
作
物
に
と
っ
て
よ
り
最
適
な
環
境

に
整
え
て
い
く
「
デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
」

は
、「
こ
れ
ま
で
の
限
界
収
量
を
突
破
す

る
こ
と
が
で
き
る
技
術
」
と
し
て
県
内
各

産
地
に
広
が
り
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
県

の
ハ
ウ
ス
総
面
積
の
約
４５
％
に
あ
た
る
５

５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
普
及
し
て
き
て

い
る
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も 

つ
な
が
る
農
業
へ

デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
は
普
及
し
て
き
た

が
、
当
初
、
ハ
ウ
ス
に
通
信
環
境
が
な
く
、

測
定
機
器
類
や
制
御
装
置
そ
の
も
の
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
農
家
は
台
風
な
ど
の
災

害
時
は
も
と
よ
り
、
日
常
の
夜
間
や
外
出

時
等
に
お
い
て
も
、
ハ
ウ
ス
の
状
況
を
遠

隔
か
ら
確
認
す
る
す
べ
が
な
か
っ
た
。
ま

た
、
取
得
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
他
の
農
家
と
比
較
し
た
り
、
指
導

員
と
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
な
か

っ
た
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
２
０
１
９
年
か
ら

内
閣
府
の
地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
交

付
金
を
活
用
し
て
、
産
学
官
連
携
に
よ
り

農
家
の
毎
日
の
営
農
に
必
要
な
様
々
な
デ

ー
タ
を
一
元
的
に
自
動
収
集
・
蓄
積
し
、

そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら

で
も
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
連
携
基
盤
「
Ｉ

ｏ
Ｐ
ク
ラ
ウ
ド
（
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
）」

を
開
発
し
た
。

構
想
と
設
計
に
２
年
を
要
し
、
そ
の
後

１
３
０
戸
の
農
家
の
協
力
に
よ
り
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
を
２
年
間
実
証
し
、
様
々
な
機
能

構
築
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
繰
り
返
し

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
本
格
稼
働
を
開

始
。
現
在
１
６
０
０
戸
以
上
の
農
家
に
活

用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

毎
日
自
動
集
積
さ
れ
る
デ
ー
タ
・
情
報

と
し
て
、
気
象
庁
の
微
気
象
デ
ー
タ
、
全

国
の
卸
売
市
場
の
市
況
、
農
家
の
毎
日
の

出
荷
デ
ー
タ
、
ハ
ウ
ス
に
設
置
さ
れ
た
機

器
か
ら
の
環
境
デ
ー
タ
や
画
像
等
が
あ

―
連
携
基
盤
「
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
を
開
発
―

「
経
験
と
勘
」
の
農
業
か
ら

「
デ
ー
タ
駆
動
型
」
へ
転
換

岡
林　

俊
宏

高
知
県
農
業
振
興
部
Ｉ
ｏ
Ｐ
推
進
監
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る
。
特
に
環
境
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
全

国
の
１４
社
の
機
器
メ
ー
カ
ー
と
連
携
で
き

て
お
り
、
メ
ー
カ
ー
の
壁
を
超
え
て
、
デ

ー
タ
を
共
有
・
活
用
で
き
る
し
く
み
が
構

築
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
元

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
の
作
物
の
「
光
合

成
」
や
「
蒸
散
」
と
い
っ
た
生
理
生
態
や
、

病
害
の
感
染
リ
ス
ク
等
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
分
析
・
診
断
し
、
い
つ
で
も
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
時
期
ご
と

の
栽
培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
各
産
地
で

の
優
良
事
例
な
ど
を
営
農
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
毎
日
、
配
信
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
の
魅
力
を 

全
国
へ

土
佐
の
伝
統
料
理
「
皿さ

わ
ち鉢

」
の
魅
力
は
、

大
皿
に
並
ん
だ
料
理
を
誰
も
が
好
き
な
順

番
で
、
好
き
な
だ
け
食
べ
て
い
い
と
こ
ろ

だ
。
情
報
も
同
じ
で
、
農
家
に
よ
っ
て
必

要
な
情
報
は
異
な
る
た
め
、
自
分
に
必
要

な
情
報
を
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
タ
イ

ム
リ
ー
に
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ユ
ー
ザ
ー
農
家
５
６
９
名

と
、
未
利
用
農
家
９
９
８
戸
の
Ｊ
Ａ
の
出

荷
量
を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
の
品
目
に

お
い
て
も
ユ
ー
ザ
ー
農
家
が
２２
～
５２
％
多

い
結
果
と
な
っ
た
。〈
図
２
〉

県
で
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
、

よ
り
多
く
の
農
家
の
皆
さ
ん
に
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
を
毎
日
の
営
農
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

ー
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
い
、
収
量
増
・

所
得
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

デ
ー
タ
連
携
基
盤
と
し
て
の
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
の
し
く
み
を
、
全
国
の
自
治
体
に
も

活
用
し
て
も
ら
い
、「
デ
ー
タ
駆
動
型
農

業
」
を
日
本
の
農
業
全
体
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※どの品⽬でも、５〜40％収量が増加︕

90

100

110

120

130

140

150

26園芸年度
27園芸年度
28園芸年度
29園芸年度
30園芸年度

ナス
(３⼾)

ピーマン
(２⼾)

シシトウ
(３⼾)

キュウリ
(３⼾)

ニラ
(２⼾)

トマト
(２⼾)

ミョウガ
(4⼾)

ハウスミカン
(１⼾)

実証ほにおける収量⽐の推移
（26〜30園芸年度）

品⽬別平均

2013.9〜
2014.9〜
2015.9〜
2016.9〜
2017.9〜

2013.9〜2018.8までの5カ年

図１ 主要品⽬における農家での現地実証結果図 1　主要品⽬における農家での現地実証結果
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ナス ピーマン キュウリ シシトウ ニラ

未利⽤農家 SAWACHI利⽤農家

調査対象⼾数︓378⼾ 201⼾ 84⼾ 79⼾ 272⼾ 165⼾ 81⼾ 34⼾ 183⼾ 90⼾
調査対象期間︓(2023.1〜7末) 2022.8〜2023.7末

10
ア
ー
ル
当
た
り
の
出
荷
量
（
㌧
）

40％↑
34％↑

25％↑

52％↑
22％↑

※⾼知県農業技術センター農業情報研究室
五藤主任研究員より

図２ SAWACHI利⽤農家の優位性（JAへの出荷量での⽐較）

図 2　SAWACHI 利⽤農家の優位性（JAへの出荷量での⽐較）

なんかえいぜよ︕SAWACHI

毎日の営農のペースメーカーとして「SAWACHI」を利用している農家の皆さん
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滝
川
市
の
概
要

滝
川
市
は
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
、
札
幌

市
と
旭
川
市
の
間
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
函
館

本
線
や
主
要
国
道
が
縦
貫
す
る
交
通
の

便
が
良
い
街
で
す
。
春
に
は
日
本
最
大
級

の
作
付
面
積
を
誇
る
「
菜
の
花
」
が
花
盛

り
と
な
る
ほ
か
、
北
海
道
遺
産
に
選
定
さ

れ
た
滝
川
式
と
称
す
る
「
味
付
け
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
」
の
発
祥
の
地
と
し
て
も
有
名
で

す
。本

市
の
西
を
流
れ
る
日
本
三
大
河
川
の

一
つ
で
あ
る
石
狩
川
周
辺
に
は
、
グ
ラ
イ

ダ
ー
の
体
験
飛
行
が
可
能
な
「
た
き
か
わ

ス
カ
イ
パ
ー
ク
」、
美
肌
の
湯
と
評
判
の

温
泉
施
設
「
滝
川
ふ
れ
愛
の
里
」、
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
「
滝
川
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
」、
カ
ヌ
ー
や
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
が
可
能

な
「
滝
川
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
や
癒
や
し
を
得

ら
れ
る
施
設
群
が
点
在
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
施
設
群
を
総
称
し
て
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド

エ
リ
ア
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

魅
力
創
造
へ
観
光
資
源
磨
く

本
市
の
人
口
は
、
ピ
ー
ク
時
の
５
万
２

０
０
３
人
（
昭
和
５８
年
）
か
ら
３
万
６
４

５
０
人
（
令
和
７
年
１
月
末
現
在
）
ま
で

減
少
し
て
い
ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
、
令
和
２２
年
に

は
２
・
８
万
人
、
令
和
４２
年
に
は
１
・
８

万
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
劇
的

な
人
口
増
加
は
望
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。こ

の
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
経
済
活
性

化
の
一
環
と
し
て
、
関
係
人
口
や
交
流
人

口
の
増
加
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
既
存
の
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
、
市

外
か
ら
本
市
に
人
を
引
き
付
け
る
魅
力
を

創
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
将
来
に
わ
た

っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容

「
温
泉
施
設
を
活
用
し
た
賑に

ぎ

わ
い
作
り

事
業
」
は
、
そ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
「
地
方
創
生
に
向
け

て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業
」
の
助

成
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
滝
川
ふ
れ

愛
の
里
館
内
に
小
さ
な
子
ど
も
が
気
軽
に

遊
べ
る
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
整
備
し
、
子

育
て
世
代
の
滞
在
時
間
を
増
や
す
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

滝
川
ふ
れ
愛
の
里
は
年
間
約
２０
万
人
が

訪
れ
、
滝
川
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
併
設
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
利
用
者
が
集
う
憩
い
の
場
で
す
。
本
事

業
に
よ
り
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ミ
リ

ー
層
が
増
加
し
、「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
エ
リ

ア
」
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
、
地
域

全
体
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
し
た
。
事
業
期
間
は
、
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
同
年
１２
月
５
日
ま
で
の
約

８
カ
月
間
と
し
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
、

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
整
備
や
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
を
行
い
、
環
境
整
備
や
利
用
者

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
り
ま
し

た
。

〈
具
体
的
な
実
施
内
容
〉

①�

滝
川
ふ
れ
愛
の
里
お
よ
び
市
子
育
て
応

援
課
と
協
議
を
重
ね
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ

ー
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
遊
具
の
選
定
を
行

い
、
令
和
５
年
９
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

②�

利
用
者
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
愛
称
を
募

集
し
、「
ぽ
か
ぽ
か
ひ
ろ
ば
」
に
決
定

し
ま
し
た
。

③�

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
紹
介
を
含
め
た
滝
川

ふ
れ
愛
の
里
の
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
、
北
海
道
内
の
観

光
案
内
所
や
道
の
駅
な
ど
に
掲
示
・
配

架
し
、
当
該
施
設
の
周
知
を
図
り
ま
し

た
。

④�

観
光
情
報
誌
「
北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
」
や

地
元
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
広
告
を
掲
載

し
、
観
光
客
や
地
域
住
民
に
対
し
、
キ

ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
促
進
を
行
い
ま

し
た
。

温
泉
施
設
を
活
用
し
た
賑
わ
い
作
り
事
業

―
子
育
て
世
帯
に
交
流
の
場
を
提
供
―

齋
藤
　
将
吾

滝
川
市
産
業
振
興
部
観
光
課

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
北
海
道
滝
川
市
）
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市
内
全
体
の
観
光
客
が
増
加

滝
川
ふ
れ
愛
の
里
の
令
和
５
年
９
月
の

利
用
者
数
は
、
１
万
８
１
５
７
人
（
対
前

年
比
１
０
２
・
２
％
）、
令
和
５
年
度
年

間
利
用
者
数
が
２０
・
６
万
人
（
同
１
０
０
・

９５
％
）
と
施
設
自
体
の
利
用
者
の
増
加
は

わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
施
設
利
用

者
数
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
の
み
の
利
用
者
が
お
り
、
平
日
日
中

は
乳
児
を
中
心
と
し
た
親
子
連
れ
、
夕
方

以
降
は
未
就
学
児
を
含
め
た
家
族
連
れ
の

待
ち
合
わ
せ
場
所
な
ど
と
し
て
幅
広
く
利

用
さ
れ
、
子
育
て
世
代
へ
の
新
た
な
場
の

提
供
に
つ
な
が
っ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
当

該
施
設
の
利
用
が
少
な
か
っ
た
世
代
の
施

設
利
用
へ
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

令
和
６
年
３
月
末
ま
で
の
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
の
累
計
利
用
者
数
は
、
子
ど
も
１
６

６
３
人
、
保
護
者
１
０
７
４
人
に
な
り
ま

し
た
。
当
初
、
北
海
道
内
で
も
有
数
の
豪

雪
地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
冬
季
利
用
の
需

要
が
高
い
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
北

海
道
全
域
で
記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た
こ

と
か
ら
夏
季
の
利
用
者
数
の
方
が
多
い
結

果
と
な
り
、
空
調
の
利
い
た
涼
し
い
環
境

で
安
全
に
遊
べ
る
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
利

用
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
設
置
を
契

機
と
し
て
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

多
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と

で
、
令
和
５
年
度
滝
川
市
観
光
入
り
込
み

客
数
が
６６
・
９８
万
人
（
対
前
年
比
１
０
６
・

０
％
）
と
な
り
、
市
内
全
体
の
観
光
客
の

増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、利
用
者
の
増
加
だ
け
で
は
な
く
、

市
内
の
幼
児
保
育
を
学
ぶ
学
生
が
制
作
し

た
四
季
折
々
の
装
飾
品
が
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ

ー
に
飾
ら
れ
、
学
習
の
機
会
を
提
供
し
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
も
冬
期
間
に
限

ら
ず
年
間
を
通
し
た
施
設
の
利
用
が
期
待

さ
れ
、
市
内
の
観
光
施
設
の
中
で
も
拠
点

と
し
て
の
役
割
が
よ
り
大
き
く
な
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
展
望

本
市
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
「
リ
バ
ー

サ
イ
ド
エ
リ
ア
」
を
中
心
と
し
た
市
内
観

光
施
設
を
周
遊
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

実
施
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
、
滝
川

ふ
れ
愛
の
里
を
拠
点
に
市
内
飲
食
店
と
の

連
携
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
本
事
業
に
よ

っ
て
利
用
が
増
え
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
当

該
エ
リ
ア
や
市
内
飲
食
店
へ
誘
導
す
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
」

へ
の
市
内
外
か
ら
の
誘
客
、
ま
た
、
そ
れ

に
よ
る
地
域
全
体
へ
の
経
済
波
及
効
果
へ

と
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

キッズコーナーで遊ぶ子どもたち

本事業で整備したキッズコーナー

滝川ふれ愛の里の浴室
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「
身
の
丈
資
本
主
義
」
を
提
案

基
調
講
演

は
じ
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ

ナ
ー
で
株
式
会
社
ｕ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
の
古
田
秘

馬
代
表
に
よ
る
「
共
助
の
デ
ザ
イ
ン
が
新

し
い
時
代
を
創
る
」
と
題
し
た
基
調
講
演

が
あ
っ
た
。

古
田
氏
は
、
自
ら
携
わ
っ
て
き
た
香
川

県
三
豊
市
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
。「
１

０
０
万
人
が
１
回
訪
れ
る
の
で
は
な
く
、

１０
万
人
が
１０
回
訪
れ
る
街
に
し
よ
う
」
と

し
て
、
２
０
１
８
年
ご
ろ
か
ら
本
格
化
し

た
取
り
組
み
で
は
、
地
域
住
民
が
ほ
し
い

も
の
を
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
他
の
住
民
へ
も
好
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
目
指
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
店
、
豆

腐
店
、
す
し
酒
場
、
ブ
ル
ワ
リ
ー
、
焼
鳥

店
な
ど
が
次
々
と
開
店
し
、
商
店
街
を
ゼ

ロ
か
ら
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。

課
題
解
決
で
は
な
く
、「
こ
ん
な
ま
ち

を
つ
く
っ
た
ら
面
白
い
の
で
は
？
」
と
、

共
助
と
い
う
形
で
〝
自
分
た
ち
で
、
自
分

た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
〟
を
つ
く
っ
て
い

る
。
地
元
企
業
を
中
心
に
１１
社
が
集
ま
り

地
域
経
済
を
循
環
さ
せ
よ
う
と
「
瀬
戸
内

ビ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社
」
を
立
ち
上
げ
、�

「
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ　

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」

と
い
う
ホ
テ
ル
も
運
営
。
一
人
だ
け
で
は

な
く
全
員
参
加
型
で
全
員
が
当
事
者
と

し
て
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
関
係
人

口
」
で
は
な
く
「
株
主
人
口
」
と
し
て
地

域
に
投
資
で
き
る
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
、

補
助
金
あ
り
き
で
は
な
い
事
業
を
進
め

て
い
る
。

古
田
氏
は
「
地
域
の
取
り
組
み
や
人
が

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
々
に
地
域
活
性
化
に

資
す
る
事
例
や
考
え
方
を
紹
介
し
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
た
め
、
地

方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
地
方
版
）
を
開
催
し
て
い
る
。
２
０
２
４
年
１１
月
１９
日
に
愛

媛
県
と
共
催
し
た
「
２
０
２
４
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in　
愛
媛
」
で
は
、
人
口
増

加
に
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
テ
ー
マ
を

「
誰
も
が
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
」
と
し
た
。
会
場
の
南
海
放
送
本
町
会
館
（
松
山

市
）
に
は
、
県
内
を
中
心
に
自
治
体
職
員
、
民
間
企
業
、
地
域
づ
く
り
実
践
者
ら

１
２
４
名
が
集
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
は
全
国
か
ら
５７
名
が
視
聴
し
た
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
冒
頭
に
、
主
催
者
で
あ
る
愛
媛
県
の
中
村
時
広
知
事
と
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
の
林
﨑
理
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

２
０
２
４
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in‌ 

愛
媛

誰
も
が
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り

―
住
民
と
関
係
人
口
の
協
働
・
共
創
へ
―

地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
、
継
続
に
つ
な
が

る
。
未
来
の
可
能
性
に
ど
う
関
わ
っ
て
も

ら
う
か
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
土
台
と
し
た
条

件
・
ア
イ
デ
ア
が
重
要
」
と
述
べ
、
新
し

い
資
本
主
義
の
形
と
な
る
「
身
の
丈
資
本

主
義
」
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分
が

も
っ
て
い
る
資
産
を
投
資
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
が
も
っ
て
い
る
も
の
、
信

頼
、
時
間
等
を
投
資
・
提
供
す
る
考
え
方

と
い
う
。

古
田
氏
は
「『
本
当
の
意
味
で
自
分
た

ち
に
と
っ
て
必
要
な
ま
ち
』『
本
当
の
地

方
創
生
と
は
？
』
を
地
域
ご
と
に
企
業
や

地
域
住
民
で
本
気
で
話
し
合
う
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
基
調
講
演
を

締
め
く
く
っ
た
。

古田氏による基調講演
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地
域
の
未
来
創
り
の
た
め
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
ず
、
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
Ｊ
Ｏ
Ｂ　

Ｈ

Ｕ
Ｂ
の
加
藤
遼
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
部
長
か
ら
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
係
る
話
題
提
供
」
が
あ
っ
た
。

今
後
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
地
域
ぐ

る
み
で
住
民
、
関
係
人
口
す
べ
て
が
輝
け

る
よ
う
応
援
し
て
い
く
「
地
域
の
人
的
資

本
経
営
（
人
を
生
か
す
、
人
が
生
き
る
経

営
）」が
重
要
に
な
る
と
い
う
。加
藤
氏
は
、

柔
軟
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
地

域
へ
の
関
わ
り
に
焦
点
を
当
て
た
話
題
提

供
を
行
い
、「
地
域
住
民
と
関
係
人
口
の

共
感
・
協
働
・
共
創
に
よ
る
地
域
の
未
来

創
り
」
と
い
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
テ
ー
マ
に
つ
な
げ
た
。

一
般
社
団
法
人
え
ひ
め
暮
ら
し
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
板
垣
義
男
代

表
理
事
、
面
白
法
人
カ

ヤ
ッ
ク
の
倉
重
宜
弘
ち

い
き
資
本
主
義
事
業
部

地
域
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、
株
式
会
社
キ
ッ

チ
ハ
イ
ク
の
坂
井
亜
優

こ
ど
も
と
地
域
の
未
来

総
研
事
業
統
括
の
３
氏

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
っ

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
話
題
提

供
を
し
た
加
藤
氏
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役

を
務
め
た
。
①
地
域
住

民
と
関
係
人
口
の
協
働

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

大
切
に
し
た
い
こ
と
②

地
域
住
民
と
関
係
人
口

の
共
創
に
よ
っ
て
創
り

た
い
未
来
―
―
の
２
点

を
切
り
口
に
議
論
が
進

ん
だ
。

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
倉
重
氏
は
「
地
域

の
寛
容
性
が
最
も
重
要
。
活
躍
の
場
を
与

え
ら
れ
る
関
係
性
、
環
境
が
あ
る
と
こ
ろ

は
移
住
人
気
が
高
い
」
と
述
べ
た
。
坂
井

氏
は
「
個
が
主
役
と
な
り
、
個
を
発
揮
す

る
に
は
場
の
力
が
必
要
。
場
を
つ
く
る
に

は
協
力
や
寄
り
添
い
が
い
る
。
保
育
園
留

学
で
は
、
留
学
家
族
側
、
受
け
入
れ
側
地

域
に
負
荷
が
な
い
状
態
を
目
指
し
て
い

る
」
と
説
明
し
た
。
神
奈
川
県
横
浜
市
出

身
で
、
自
身
も
移
住
者
で
あ
る
板
垣
氏
は

「
愛
媛
県
に
魅
力
を
感
じ
て
Ｉ
タ
ー
ン
や

Ｕ
タ
ー
ン
を
す
る
人
が
い
る
一
方
で
、
地

域
住
民
は
『
愛
媛
に
は
何
も
な
い
』
と
い

う
。
愛
媛
が
も
つ
魅
力
や
良
さ
を
感
じ
て

く
れ
て
い
る
移
住
者
が
ハ
ブ
的
に
関
わ
る

こ
と
で
、
県
外
の
人
と
地
域
の
人
が
つ
な

が
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」「
地

域
に
入
る
と
、
地
域
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
利
他
的
な
考
え
に
な
り
、
そ
れ
が

自
身
の
原
動
力
に
な
っ
た
」
と
自
身
の
経

験
を
踏
ま
え
て
見
解
を
述
べ
た
。

②
に
つ
い
て
倉
重
氏
は
「
価
値
観
の
合

う
人
が
集
ま
っ
て
い
る
地
域
は
楽
し
そ

う
。
楽
し
そ
う
と
感
じ
る
と
、
人
が
人
を

呼
ぶ
の
で
は
」
と
語
っ
た
。
坂
井
氏
は

「
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク
は
『
誰
も
が
人
生
を
謳お

う

歌か

で
き
る
社
会
』
を
目
指
し
て
い
る
」
と

し
た
上
で
、「
こ
う
し
た
社
会
を
目
指
す

に
あ
た
っ
て
『
関
係
人
口
が
記
号
化
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
』『
ル
ー
ル
が
先

行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
』
の
二
つ
が

課
題
と
感
じ
る
。
関
係
人
口
一
人
ひ
と
り

に
ド
ラ
マ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解

像
度
を
上
げ
、
自
分
た
ち
の
可
能
性
を
閉

ざ
さ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
け
た
ら
い

い
」
と
述
べ
た
。
加
藤
氏
は
「
こ
れ
か
ら

は
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
時
代
・
移
動
の
時
代
に

な
っ
て
い
く
。
災
害
か
ら
の
避
難
者
や
、

紛
争
難
民
、
気
候
変
動
の
環
境
難
民
等
、

移
動
し
て
く
る
人
た
ち
を
い
か
に
温
か
く

迎
え
る
か
、
選
ば
れ
る
よ
う
に
す
る
か
が

大
切
」
と
指
摘
し
た
。

最
後
に
加
藤
氏
が
「
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

き
っ
か
け
に
仲
間
づ
く
り
を
し
、
ア
ク

シ
ョ
ン
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
を
出
し
て
い
っ

て
も
ら
え
た
ら
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け

た
。フ

ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
者
か
ら
は
、「
移

住
し
て
き
た
人
や
、
関
係
人
口
と
し
て
の

訪
問
者
の
力
を
地
方
に
生
か
し
て
い
く
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
み
た
い
」「
や

り
た
い
こ
と
を
や
り
た
い
人
が
で
き
る
。

応
援
し
て
く
れ
る
人
、
仲
間
が
い
る
地
域

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」「
考
え
て
い
た

よ
り
様
々
な
角
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
加
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
意
欲

的
な
声
が
聞
か
れ
た
。

前
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
菅
原 

沙
也
佳（

北
海
道
美
瑛
町
職
員
）

パネルディスカッション
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未
婚
化
解
消
へ
雇
用
改
革
を

基
調
講
演

は
じ
め
に
、
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
基
礎

研
究
所
生
活
研
究
部
人
口
動
態
シ
ニ
ア
リ

サ
ー
チ
ャ
ー
の
天
野
馨
南
子
氏
が
「
地
元

の
出
会
い
は
企
業
が
つ
く
る
～
オ
ー
ル

ニ
ッ
ポ
ン
の
少
子
化
対
策
と
は
～
」
と
題

し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

天
野
氏
は
、
現
在
の
日
本
で
は
少
子
化

に
つ
い
て
の
統
計
指
標
の
解
釈
が
間
違
っ

て
い
る
状
況
が
あ
る
と
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
い
た
少
子
化
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
述
べ
た
。

厚
生
労
働
省
「
人
口
動
態
調
査
」
の
１

９
７
０
年
と
２
０
２
３
年
の
デ
ー
タ
を
比

較
す
る
と
、出
生
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、

初
婚
同
士
の
１
夫
婦
あ
た
り
の
出
生
数
は

同
じ
水
準
を
保
っ
て
い
る
。
一
方
、
初
婚

同
士
の
婚
姻
数
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
少
子
化
の
主
因
は
「
初
婚
同
士
の
未

婚
化
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
い
う
。

少
子
化
に
関
す
る
誤
解
が
ま
ん
延
し
て

い
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
性
質
を
正
し
く

理
解
し
て
い
な
い
点
。
合
計
特
殊
出
生
率

は
、
既
婚
者
が
持
つ
子
ど
も
の
平
均
値
が

ま
っ
た
く
同
じ
で
も
、
未
婚
女
性
の
転
出

に
よ
り
上
昇
す
る
た
め
、
人
流
の
影
響
を

無
視
し
て
出
生
率
の
高
低
を
判
断
す
る
の

は
誤
っ
た
理
解
に
な
る
。

若
者
の
親
世
代
は
、
男
女
と
も
に
専
業

主
婦
や
パ
ー
ト
で
働
く
妻
を
理
想
と
し
て

い
た
が
、
今
の
若
者
世
代
は
、
男
女
と
も

に
妻
が
子
育
て
期
も
仕
事
を
辞
め
ず
に
働

き
続
け
る
「
両
立
コ
ー
ス
」
を
理
想
と
し

て
い
る
。
理
想
の
夫
婦
を
か
な
え
や
す
い

雇
用
が
集
中
す
る
東
京
圏
へ
の
２０
代
前
半

の
就
業
が
止
ま
ら
な
い
現
状
で
、
未
婚
化

（
少
子
化
）
日
本
を
変
え
ら
れ
る
の
は
企

業
の
雇
用
改
革
の
み
で
あ
る
と
説
い
た
。

天
野
氏
は
最
後
に
、
高
齢
化
に
よ
り
政

治
的
な
影
響
が
小
さ
く
な
っ
た
２０
代
が
理

想
と
す
る
「
共
稼
ぎ
、
共
家
事
、
共
育
児
」

「
経
済
的
に
一
生
支
え
あ
え
る
２
人
の
結

婚
」
が
実
現
で
き
る
た
め
の
「
雇
用
改
革

（
経
営
者
の
マ
イ
ン
ド
リ
セ
ッ
ト
）」
を
国

全
体
で
対
策
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
統
計
的

に
見
て
最
も
有
意
性
の
高
い
未
婚
化
解
消

の
処
方
箋
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
の
地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
々
に
地
域
活

性
化
に
資
す
る
事
例
や
考
え
方
を
紹
介
し
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
た

め
「
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
る
。
２
０
２
４
年
度
５
回
目
と
な
る

今
回
は
、「
地
元
の
出
会
い
は
企
業
が
つ
く
る
～
オ
ー
ル
ニ
ッ
ポ
ン
の
少
子
化
対
策
と

は
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
２
５
年
２
月
２０
日
に
開
催
し
、
現
地
参
加
１
１
１
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
２
２
１
名
の
計
３
３
２
名
が
参
加
し
た
。

２
０
２
５
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in‌ 

東
京

地
元
の
出
会
い
は
企
業
が
つ
く
る

―
オ
ー
ル
ニ
ッ
ポ
ン
の
少
子
化
対
策
と
は
―

雇
用
創
出
で
選
ば
れ
る
地
方
に

事
例
発
表
①

東
京
商
工
会
議
所
地
域
振
興
部
長
の
清

水
繁
氏
が
「
東
京
で
働
く
若
者
の
声
と
東

商
の
取
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
発
表
を

行
っ
た
。
東
商
が
実
施
し
た
「
東
京
在
勤

若
者
世
代
の
結
婚
・
出
産
意
識
調
査
」
に

よ
る
と
、
結
婚
・
子
育
て
を
想
定
し
た
場

合
に
望
ま
し
い
と
思
う
制
度
と
し
て
「
テ

レ
ワ
ー
ク
」「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」

の
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
実
際
の
利

用
率
は
低
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
結
果
を
受
け
て
、
東
商
は
２

０
２
４
年
１１
月
に
、
社
会
・
結
婚
・
出
産
・

働
き
方
の
各
面
で
の
課
題
解
決
を
東
京
都

に
提
言
。
ま
た
、
国
内
唯
一
の
法
人
・
団

天野氏の基調講演
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体
向
け
の
Ａ
Ｉ
縁
結
び
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ

リ
を
提
供
し
て
お
り
、
会
員
企
業
の
従
業

員
は
無
料
ま
た
は
安
価
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

清
水
氏
は
、東
京
の
力
を
削
ぐ
形
の「
東

京
一
極
集
中
」
是
正
で
は
な
く
、
経
済
成

長
と
雇
用
創
出
を
通
し
て
若
者
に
選
ば
れ

る
地
方
を
実
現
し
、
東
京
と
地
方
の
共
栄

を
目
指
す
こ
と
が
肝
要
と
語
っ
た
。

新
卒
、
女
性
が
採
用
で
き
る
わ
け

事
例
発
表
②

続
い
て
株
式
会
社
佐
藤
製
作
所
常
務
取

締
役
の
佐
藤
修
哉
氏
が
「
高
齢
男
性
し
か

い
な
か
っ
た
小
さ
な
工
場
に
、
新
卒
や
女

性
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
」

と
題
し
て
事
例
を
紹
介
し
た
。

東
京
都
目
黒
区
に
あ
る
佐
藤
製
作
所
は

１０
年
前
に
は
従
業
員
の
平
均
年
齢
約
６０

歳
、
２０
代
・
女
性
・
新
卒
採
用
経
験
が
ゼ

ロ
だ
っ
た
が
、
現
在
は
従
業
員
１７
名
中
女

性
７
名
、
２０
代
８
名
（
す
べ
て
新
卒
）
と

な
っ
て
い
る
。

祖
父
が
創
業
し
た
佐
藤
製
作
所
に
３
代

目
と
し
て
１０
年
前
に
入
社
し
た
当
時
、
会

社
を
継
続
す
る
た
め
に
若
手
人
材
の
育
成

が
急
務
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
経
験
重
視
の

中
途
採
用
か
ら
、
性
別
問
わ
ず
若
手
を
採

用
す
る
方
針
へ
転
換
し
た
。
採
用
活
動
に

お
い
て
は
、
会
社
の
強
み
や
弱
み
、
ど
ん

な
人
を
求
め
て
い
る
か
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
説
明
会
や
イ
ン
タ
ー
ン
を

通
し
て
自
社
の
理
念
に
共
感
し
て
く
れ
る

有
望
な
人
材
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い

る
と
い
う
。
方
針
を
転
換
し
た
当
時
は
社

内
か
ら
反
対
意
見
が
あ
っ
た
が
、
若
手
や

女
性
が
入
社
し
た
こ
と
で
会
社
の
雰
囲
気

が
良
く
な
り
、
赤
字
の
解
消
に
も
つ
な

が
っ
た
と
述
べ
た
。

未
婚
化
の
事
情
と
課
題

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
オ
ー
ル

ニ
ッ
ポ
ン
の
少
子
化
対
策
と
は
～
未
婚
化

現
場
の
事
情
と
課
題
～
」に
は
、モ
デ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

荒
木
直
美
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
清
水

氏
、
佐
藤
氏
と
長
崎
県
こ
ど
も
政
策
局
長

の
浦
亮
治
氏
が
登
壇
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

は
天
野
氏
が
務
め
た
。

は
じ
め
に
、
浦
氏
が
長
崎
県
に
お
い
て

の
課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
長
崎
県
で
は
、
２
０
１
５
年
に
婚
活

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
た
か
」
を
開

設
、
県
内
２１
市
町
と
の
連
携
体
制
を
整
え

て
お
り
、
オ
ー
ル
長
崎
で
の
結
婚
支
援
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
課
題
と
し
て
、

多
く
の
企
業
か
ら
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

上
、
結
婚
が
絡
む
取
り
組
み
は
厳
し
い
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
行
政
と
の
連
携
が

限
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
ら

の
課
題
解
決
と
し
て
、「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
」
の
取
り
組
み
拡
大
が
ヒ
ン
ト
に
な
る

と
し
、
高
校
生
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
講
座

や
、
企
業
と
連
携
し
た
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

続
い
て
荒
木
氏
が
婚
活
の
事
例
を
紹

介
。
労
働
組
合
が
連
携
し
て
組
合
員
が
交

流
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
会
社
の
垣
根
を

越
え
て
出
会
い
を
創
出
し
て
お
り
、
参
加

者
か
ら
は
「
同
じ
会
社
の
恋
愛
は
リ
ス

キ
ー
だ
し
、
こ
れ
な
ら
相
手
の
会
社
が
分

か
っ
て
安
心
」
と
の
意
見
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
婚
活
に
お
い
て
は
男

女
の
立
ち
位
置
を
対
等
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
女
性
参
加
費
無
料
と
い
う
接

待
婚
活
は
時
代
に
適
さ
な
い
と
指
摘
し

た
。最

後
に
、
少
子
化
・
未
婚
化
を
解
消
し
、

地
域
に
活
力
を
見
い
だ
す
た
め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
登
壇
者
に
意
見
を
求

め
た
。

清
水
氏
は
「
人
材
育
成
や
働
き
方
改
革

が
進
ん
で
い
け
ば
少
子
化
対
策
や
人
手
不

足
解
消
に
つ
な
が
る
た
め
、
商
工
会
議
所

に
お
い
て
も
継
続
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
」
と
表
明
。
佐
藤
氏
は
「
自
社
分
析
に

よ
り
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
若
い
有
望
な
人
材
の
採
用
に
つ
な

が
り
、良
い
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
」

と
語
っ
た
。
浦
氏
は
「
若
者
の
出
会
い
に

向
け
た
行
動
を
応
援
す
る
機
運
醸
成
を
お

願
い
し
た
い
」
と
要
請
し
た
。
天
野
氏
は
、

雇
用
の
部
分
で
若
者
が
逃
げ
て
い
く
状
況

に
お
い
て
、「
行
政
で
は
な
く
企
業
が
、

若
者
の
願
う
雇
用
の
拡
大
に
尽
力
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
、「
全
国
の
企
業
に

早
急
に
実
践
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
っ

た
。最

後
に
荒
木
氏
が
「
若
者
の
ほ
と
ん
ど

に
結
婚
願
望
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
願
望
の
あ
る
若
者
へ
の
結
婚
支
援
は

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
は
な
い
。
結
婚
し
た
い

若
者
を
支
援
す
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

前
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
山
岸 

美
貴

（
島
根
県
雲
南
市
職
員
）

パネルディスカッション
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地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
６０
年
１０
月
の
設

立
か
ら
、
本
年
で
４０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
間
、
総
務
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

府
省
庁
、
全
国
の
自
治
体
関
係
者
、
そ
し
て
地
域
の

最
前
線
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
多
く
の
皆
さ
ま
に
支
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
「
３
本
柱
」
で
地
域
を
支
援

設
立
以
来
、
私
た
ち
は
「
情
報
提
供
」「
ひ
と
づ

く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
助
成
」
を
３
本
柱
と
し

て
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

「
情
報
提
供
」
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、こ
の
「
月

刊
地
域
づ
く
り
」
の
発
行
を
は
じ
め
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
発
信
の
強
化
に
努
め
て
い
ま

す
。
地
域
づ
く
り
の
現
場
の
〝
声
〟
や
〝
知
恵
〟
を

極
力
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
全
国
に
届
け
、
双
方
向
に
つ

な
げ
て
い
く
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
諸
物
価
が
高
騰
す
る
こ

の
ご
時
世
で
事
業
を
進
め
て
い
く
の
も
な
か
な
か
大

変
で
す
が
、
経
費
削
減
と
や
り
か
た
に
工
夫
を
こ
ら

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
と
づ
く
り
」
は
、
ま
さ
に
セ
ン
タ
ー
事
業
の

中
核
で
あ
り
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
地
域
づ
く
り
は

人
づ
く
り
か
ら
」
を
日
々
実
践
し
て
い
ま
す
。
地
域

リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
研
修
事

業
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
再
構
築
を
行
い

な
が
ら
、
自
治
体
職
員
や
地
域
活
動
の
担
い
手
を
育

成
し
て
き
ま
し
た
。
年
代
も
多
様
で
性
別
も
関
係
な

く
、
専
門
性
や
地
域
づ
く
り
に
熱
意
を
も
つ
人
々
が

地
域
に
入
る
機
会
も
増
え
、
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る

人
材
は
こ
の
１０
年
で
大
き
く
広
が
り
と
厚
み
を
増
し

て
い
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
助
成
」
で
は
、
移
住
・
定
住
、

交
流
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
支
援
を
通
じ
て
、

地
域
の
自
律
的
な
取
り
組
み
を
後
押
し
し
て
き
ま

し
た
。
近
年
は
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
や
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
な
ど
、
社
会
課
題
の
複
雑
化
・
高
度

化
に
伴
い
、
地
域
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
テ
ー
マ
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
創
造
力
を
引
き

出
す
助
成
の
あ
り
方
を
柔
軟
か
つ
機
動
的
に
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

林﨑　理一般財団法人地域活性化センター　理事長

地域活性化センター 40 周年

創立 40 周年に寄せて

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら

―
こ
の
先
の
10
年
へ
　
地
域
と
と
も
に
も
う一歩
前
へ
―
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■
地
方
創
生
、
各
地
に
成
功
例

「
地
方
消
滅
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
言
葉
と

と
も
に
現
在
に
続
く
地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
の
は
１１
年
前
の
平
成
２６
年
（
２
０
１
４
年
）。

以
来
、
地
方
創
生
交
付
金
を
始
め
関
係
各
府
省
庁
の

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
が
整
備
さ
れ
、
資
金
調
達
の

道
は
大
き
く
開
か
れ
て
い
ま
す
し
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
始
め
と
す
る
外
部
人
材
活
用
の
方
策
も
整
っ

て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
前
の
い
わ
ゆ
る
「
地
域
活
性
化
」

か
ら
進
化
し
た
「
地
方
創
生
」
の
取
り
組
み
の
特
長

と
し
て
、
地
域
経
済
の
循
環
分
析
が
あ
り
ま
す
。
自

分
た
ち
の
地
域
の
富
の
回
り
と
域
外
と
の
間
で
の
流

出
入
の
見
え
る
化
、
そ
れ
を
変
え
て
地
域
内
で
富
が

生
ま
れ
循
環
す
る
方
策
の
検
討
。
自
分
た
ち
の
地
域

の
強
み
は
何
で
ど
う
活
用
す
べ
き
か
を
考
え
、
そ
れ

を
地
域
の
方
々
で
共
有
し
、
共
感
し
、
総
力
戦
で
取

り
組
む
。
地
方
創
生
の
先
進
地
の
多
く
は
、
こ
の
よ

う
な
地
域
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
な
ど
の
プ

ロ
セ
ス
を
し
っ
か
り
踏
ん
で
総
力
戦
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
コ
ン
サ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
丸
投
げ
は
せ
ず
、
そ
れ
こ
そ
地
域
の
産
官
学
金

労
言
と
住
民
を
苦
労
し
な
が
ら
も
巻
き
込
み
、
議
論

を
重
ね
、
自
分
た
ち
の
力
を
結
集
し
、
目
線
を
合
わ

せ
、
国
の
施
策
な
ど
も
思
い
切
り
活
用
し
な
が
ら

様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
の
こ
の
１０
年
の
取
り
組
み
は
、
各
地
に

多
く
の
成
功
例
を
生
ん
で
き
ま
し
た
。
成
功
へ
の
道

筋
が
さ
ま
ざ
ま
見
え
て
き
て
い
る
今
日
、
地
方
創
生

は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
地
方
創
生
２
・
０
と
し

て
、
現
実
的
な
実
装
の
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
進
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

紙
幅
の
都
合
で
多
く
は
書
き
ま
せ
ん
が
、
地
方
創

生
を
と
り
ま
く
環
境
も
実
は
悪
く
な
い
と
考
え
ま

す
。
ま
さ
に
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
、
と
い
う
状
況

な
の
で
す
。

■
使
命
見
据
え
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
な
か
で
地
方
創
生
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
基
礎
と
な
る
の

は
、
結
局
は
「
ひ
と
」
で
す
。
地
方
創
生
に
終
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
の
採
用
・
確
保
で
苦
戦
し
て

い
る
と
い
う
状
況
が
広
が
る
今
こ
そ
、
職
員
一
人
ひ

と
り
の
育
成
が
重
要
で
す
。
地
域
を
動
か
せ
る
か
、

Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
せ
る
か
、
結
局
は
「
ひ
と
」
次
第

で
す
。

地
方
創
生
の
成
功
事
例
を
常
に
学
び
、
最
新
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
国
の
施
策
の
動
向
に
も
ア
ン
テ
ナ

を
張
り
巡
ら
し
て
大
い
に
活
用
し
、
地
域
の
関
係
者

の
目
線
を
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
や
企
業
な

ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
駆
使
し
て
総
力
戦
で
地

域
の
未
来
を
切
り
拓ひ

ら

く
。
そ
の
た
め
の
人
材
の
育
成

も
不
断
に
行
っ
て
い
く
―
こ
れ
が
未
来
に
可
能
性

が
感
じ
続
け
ら
れ
る
地
域
と
な
る
た
め
の
必
要
条

件
で
す
。

私
た
ち
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
べ
き
使
命
は
ま
さ
に

そ
こ
に
あ
る
、
と
思
い
を
定
め
、
常
に
「
も
う
一
歩

前
へ
」。
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
化
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
思
い
に
共
感
・
賛
同
頂
き
、
さ

ら
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創立40周年記念ロゴを制作
　地域活性化センターは、創設40周年を記
念したロゴを制作しました。創設40周年の
シンボルとして、令和7年度に本誌表紙や
各種冊子、文書などで広く活用します。
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講
義

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ

ー
の
箕
浦
龍
一
氏
が
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に

つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。
箕
浦
氏
は
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
進
化
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
化
し
た

が
、
日
本
は
い
ま
だ
昭
和
の
制
度
に
と
ら

わ
れ
、
改
革
が
必
要
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
情
報
の
民
主
化
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普

及
で
、個
人
の
情
報
発
信
が
容
易
に
な
り
、

情
報
の
正
確
性
や
信
頼
性
を
見
極
め
る
力

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
が
、
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に
は
変
化
に
適
応
で
き
な
い

こ
と
が
リ
ス
ク

と
な
り
、
地
方

公
共
団
体
運
営

で
も
共
創
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
求
め
ら
れ
る

と
説
明
。
日
本

型
組
織
の
閉
鎖

的
な
環
境
を
打

破
し
、
人
材
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
リ
ス
キ

リ
ン
グ
、
合
理
的
な
働
き
方
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

事
例
紹
介
１

大
阪
府
四
條
畷
市
人
事
課
長
の
溝
口
直

幸
氏
が
、
同
市
の
組
織
改
善
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
事
例
紹
介
し
ま
し
た
。
四
條
畷

市
で
は
、「
日
本
一
前
向
き
な
市
役
所
」

を
目
指
し
て
労
働
時
間
革
命
を
宣
言
し
、

生
産
性
向
上
の
た
め
の
施
策
を
実
施
。
職

員
数
の
減
少
と
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
対

応
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
軸
に
改

革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
あ
り
た
い
姿
を
考
え
て
問
題

点
を
洗
い
出
し
、
解
決
策
を
決
め
る
「
カ

エ
ル
会
議
」
や
「
集
中
タ
イ
ム
」
な
ど
、

職
員
間
の
情
報
共
有
を
強
化
す
る
施
策
を

通
じ
て
業
務
の
効
率
性
を
向
上
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
新
規
事
業
に
よ
る
業
務

量
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
業
時
間
を

削
減
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
材
確
保
に

お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
で
応
募
者
を

増
や
し
、
中
途
採
用
者
の
定
着
支
援
も
強

化
さ
れ
た
こ
と
で
、
離
職
率
を
ゼ
ロ
に
抑

え
る
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

事
例
紹
介
２

続
い
て
福
島
県
会
津
若
松
市
人
事
課
の

江
川
大
樹
氏
が
同
市
の
事
例
を
紹
介
し
ま

し
た
。
会
津
若
松
市
で
は
、
職
員
採
用
競

争
率
の
低
下
や
業
務
負
担
の
増
加
な
ど
の

課
題
を
受
け
、
令
和
２
年
度
か
ら
本
格
的

な
働
き
方
改
革
を
ス
タ
ー
ト
。「
カ
エ
ル

会
議
」
を
導
入
し
て
職
場
ご
と
の
業
務
改

善
を
促
進
し
、
特
に
男
性
職
員
の
育
児
休

業
取
得
率
は
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
依
然
と
し
て
人
事
異
動
に
よ
る
取

り
組
み
の
停
滞
な
ど
が
課
題
と
し
て
残
る

た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
「
働
き
方
改

革
課
題
解
決
特
別
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を

設
置
し
、
組
織
の
協
力
体
制
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

円
座
セ
ッ
シ
ョ
ン

講
師
と
参
加
者
で
地
方
公
共
団
体
の
働

き
方
改
革
や
組
織
の
変
革
に
つ
い
て
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。
特
に
、
男
性
職
員
の

育
児
休
業
取
得
率
の
向
上
に
伴
う
業
務
負

担
の
問
題
や
、
職
場
の
雰
囲
気
の
変
化
に

つ
い
て
皆
の
考
え
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
組
織
の
変
革
に
お
い
て
は
、
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
両
方
が
重

要
で
あ
り
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
職

員
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

１
日
目
の
講
義
を
受
け
て
、
参
加
者
は

自
分
自
身
や
所
属
す
る
組
織
に
お
け
る

「
当
た
り
前
」
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
べ

き
か
を
考
え
、「
カ
エ
ル
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
ま
し
た
。全
体
で
の
発
表
を
通
じ
て
、

異
な
る
視
点
や
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
で

議
論
を
深
め
、
多
様
な
視
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
学

び
、
課
題
解

決
や
組
織
改

革
の
実
効
性

の
高
い
ア
イ

デ
ア
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に
お
け
る
地
方
公
共
団

体
職
員
に
求
め
ら
れ
る
能
力
や
組
織
改
革

の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
両
面
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
改
革
を

進
め
る
た
め
に
は
職
員
間
の
対
話
と
意
識

改
革
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
今
後
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も

柔
軟
で
持
続
可
能
な
組
織
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
変
革
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
続

け
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
竹
内 

あ
か
り

（
鳥
取
県
米
子
市
よ
り
派
遣
）

２
０
２
４
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
５
年
１
月
３０
、
３１
の
両
日
、
２
０
２
４
年
度
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地

方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
の
今
、
地
方
公
共
団
体
職
員
に
求
め
ら
れ
る
能

力
と
は
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
方
公
共
団
体
職
員
を
中
心
に
１６
名
が
参
加
し
、「
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ
」
と
呼
ば
れ
る
先
の
読
め
な
い
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
視
点
と
思
考
力
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

～
「
当
た
り
前
」
を
ど
う
変
え
る
か
～

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
能
力
と
は

講義の様子

グループワーク
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◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

地域活性化センターでは、毎年、全国の地方公共団体から派遣された職員を受け入れています。

私たち職員は、センターに在籍する 2 年間、仕事をしながらアクティブラーニング（能動的な

学び）に取り組み、地域づくりの手法やトレンドを学びます。

21自治体から新たな職員
―「地域力創造大学校 ®」へようこそ―

令和7年 4月 1日、地方自治体から派遣された21人の職員が、新たに地域活性化センターに着任しました。
当センターは、「地域づくりは、人づくりから」という理念の下、地域づくりの中核となる人材を育成するとともに、相互
の情報交換やネットワーク構築のための場を提供しています。また、人材と地域を横につなぎイノベーションを起こす取り組
みも行っています。
その事業の一環である研修制度「地域づくり人材養成塾」では、全国に通用する地域づくりのプランナーを養成するため、
派遣職員が業務に携わりながら 2年間の研修を受けます。研修内容は、当センターが実施する研修会の受講に加え、自治大
学校や政策研究大学院大学など他団体主催の研修会への参加、また自らのテーマ設定に沿った国内外の調査研究、企業・団体・
NPOへのインターンなど、多岐にわたっています。
地域づくり人材養成塾の詳しい内容は、当センターのホームページ（https://www.jcrd.jp/seminar/training/）をご覧
ください。

【令和 7 年度着任職員の派遣元地方自治体】
　北海道美瑛町、岩手県北上市、山形県小国町、福島県福島市、埼玉県草加市、東京都中野区、富山県南砺市、静岡県浜松市、
愛知県一宮市、同春日井市、三重県四日市市、鳥取県日南町、島根県江津市、徳島県、福岡県柳川市、佐賀県鳥栖市、熊本県
菊池市、大分県、宮崎県延岡市、鹿児島県、同奄美市

4 月 1日に着任した職員
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香
取
市
は
、
千
葉
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
東
京
都
心
か
ら
約

７０
キ
ロ
、
成
田
空
港
か
ら
約
１５
キ
ロ
に
位
置
す
る
人
口
約
６
万
９

０
０
０
人
の
市
で
す
。
面
積
は
約
２
６
２
平
方
キ
ロ
、
北
部
に
は

利
根
川
が
東
西
に
流
れ
、
そ
の
流
域
に
は
、
水
郷
の
風
情
漂
う
水

田
地
帯
が
広
が
り
、
南
部
は
山
林
と
畑
を
中
心
と
し
た
平
坦
地
で

北
総
台
地
の
一
角
を
占
め
て
い
ま
す
。豊
か
な
水
と
肥ひ

沃よ
く

な
土
地
、

そ
し
て
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
が
基
幹

産
業
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
米
と
サ
ツ
マ
イ
モ
は
関
東
で
も
有
数

の
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
生
産

量
が
日
本
一
で
あ
り
、
市
内
の
飲
食
店
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
マ

ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
料
理
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

香
取
市
は
、
歴
史
・
文
化
に
も
彩
ら
れ
た
ま
ち
で
す
。
下
総
国

一
之
宮
で
あ
り
、
全
国
の
香
取
神
社
の
総
本
社
で
あ
る
「
香
取
神

宮
」
が
鎮
座
し
、
国
宝
「
海か

い
じ
ゅ
う
ぶ
ど
う
き
ょ
う

獣
葡
萄
鏡
」、
国
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
本
殿
・
楼
門
が
あ
り
、
年
間
約
２
０
０
万
人
が
訪
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
初
め
て
実
測
に
よ
る
日
本
地
図
を
作
成
し
た
伊
能

忠
敬
翁
が
青
年
期
か
ら
江
戸
に
出
る
５０
歳
ま
で
を
過
ご
し
た
地
で

も
あ
り
、「
伊
能
忠
敬
旧
宅
」
や
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
図

や
測
量
道
具
を
所
蔵
す
る
「
伊
能
忠
敬
記
念
館
」
が
あ
り
ま
す
。

市
内
中
心
部
を
流
れ
る
小
野
川
沿
い
に
は
、
関
東
地
方
で
初
め
て

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
国
に
選
定
さ
れ
た
江
戸

時
代
か
ら
続
く
商
家
の
町
並
み
が
残
っ
て
お
り
、
今
な
お
住
民
の

暮
ら
し
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
区
の
中
を
勇
壮

な
山
車
が
曳ひ

き
廻ま

わ

さ
れ
る
「
佐
原
の
大
祭
」
が
夏
と
秋
に
そ
れ
ぞ

れ
３
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
そ
れ
ぞ
れ
３０
万
人

以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
、町
は
大
変
な
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
ま
す
。

こ
の
山
車
行
事
は
、
関
東
三
大
山
車
祭
り
の
一
つ
と
称
さ
れ
、
約

３
０
０
年
の
歴
史
を
有
す
る
祭
り
で
あ
り
、
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
お
よ
び
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
農
業
を
は
じ
め
と
し
た
産
業
や
歴
史
、
文
化
と
い
っ

た
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
た

め
、
第
２
次
香
取
市
総
合
計
画
で
は
、「
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む　

歴
史
文
化
・
自
然
の
郷　

香
取　

～
人
が
輝
き　

人
が
集
う
ま
ち

～
」
を
将
来
都
市
像
と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
社
会
情
勢
の
変
化
は
著
し
く
、
地
域

経
済
や
人
口
構
造
の
変
化
な
ど
香
取
市
の
直
面
す
る
課
題
は
複
雑

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
自
治
体
で
人
口
減
少
が

進
み
、地
域
間
競
争
が
ま
す
ま
す
激
し
さ
を
増
す
中
、い
か
に
「
香

取
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
か
が
重
要
で
す
。
香
取
市
な
ら
で
は
の

地
域
資
源
や
個
性
を
磨
き
独
自
性
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
市
内
外

の
認
知
度
を
高
め
、
個
性
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ス
ロ
ー
シ

テ
ィ
の
理
念
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
共
和
国
発
祥
の
、
地
域
の
歴
史
・

文
化
・
自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら
等
身
大
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
運
動
で
す
。
ま
た
、
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取

り
入
れ
る
こ
と
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

令
和
６
年
１１
月
に
慶
應
義
塾
大
学
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
、

大
学
生
が
地
域
の
伝
統
行
事
や
活
動
に
参
加
し
な
が
ら
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
地
域
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
を
通

じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
我
々
の
日
常
生
活
が
貴
重
な
地
域

資
源
で
あ
る
こ
と
、
誇
れ
る
魅
力
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
再

認
識
し
て
頂
く
こ
と
で
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
つ
な

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
８
年
３
月
に
は
、香
取
市
誕
生
か
ら
２０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
２０
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
未
来
へ
と
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
地
域
を
構
築
す
る
た
め
、
新
た
な
考
え
や
手
段
を
柔

軟
に
取
り
入
れ
つ
つ
、「
香
取
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
取
り
組
み

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

スローシティの理念を取り入れた
香取らしさの追求

千葉県香取市長 伊藤　友則
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大垣市は、岐阜県の南西部に位置し、全国でも
有数な自噴帯にあるため、豊富な地下水の恵

みにより「水の都」と呼ばれています。
現在も良質な地下水が自噴している井戸が数多く

みられ、市民の憩いの場として親しまれており、地
下水を活用して作られた「水まんじゅう」なども有
名です。
俳人・松尾芭蕉が「奥の細道」の旅をむすんだ地

である大垣市と三重県桑名市を結ぶ水運の拠点とし
て栄えた船町川湊があり、住吉燈台を含めた景観は「おくのほそ道の風景地」の一つと
して国の名勝に指定されています。また、関ケ原合戦の決戦前夜まで、西軍・石田三成
が本拠地にした「大垣城」や、370年余の伝統を誇る「大垣まつり」には、全国から多
くの人が訪れます。
水都・大垣市は、四季折々の美しい情景と歴史あふれる城下町として、水と歴史が織

りなすまちの魅力をこれからも発信していきます。

大垣市

岐
阜
県

316

█船町川湊
「おくのほそ道の風景地　大垣船町
川湊」として国の名勝に指定され
ている

水と歴史が織りなすまち　�水と歴史が織りなすまち　�
大垣市大垣市

█水まんじゅう
明治時代の初めに生まれたとされ
る。店頭の屋台で地下水を使って冷
やされる様子は大垣の夏の風物詩と
なっている

█ユネスコ無形文化遺産「大垣まつり」
370 年余の伝統を誇るまつり。13両の

やま
が

城下町を巡行し、華麗な祭絵巻を繰り広げる

█大垣城
関ケ原合戦の決戦前夜まで、西軍・石田三成
の本拠地となった、城下町大垣のシンボル

█水の都おおがきたらい舟
関ケ原合戦の際、石田三成に仕えた武将・山
田去暦の娘「おあむ」が、たらいに乗って、
大垣城から抜け出した戦国秘話に由来する乗
船体験。新緑を眺めながら水門川を下る

█大垣ひまわり畑
夏には、約 14 万本のひまわりが咲き誇り、
新幹線と一緒に写真撮影も楽しめる人気ス
ポット

█水都大垣　出会いの泉（上）、集い
の泉（下）
水都大垣の新たなシンボルとして、
大垣駅南口に二つの井戸舟が令和 6
年 10月に完成。大垣を訪れる多く
の皆さんに、湧水に触れて親しんで
もらっている
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